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「なやみ解決の探し方と運命の法則」
猪岡鷹壌書

序章 「はじめに」

私は神主なのですが、たまたま占いもできるということで、占いやご相談
を受けていた時期がありました。
現在は主としてご相談ごとはお受けしておりませんが、その当時皆さんの

お話を聞いて疑問に思ったことや、こういう考え方をしてみてはどうだろう
とメモをとっておりました。

また請われて講演などをつたないながらお受けしたことがあります。
講演の原稿やメモ書きや思いついたこと、そういった蓄積物を集成してこ

の原稿はできあがっています。

もちろん悩みのど真ん中に回答できるものではありませんが、ひとつ考え
方を脇に置いて、悩みや出来事の解決方法を思考してみると、以前より考え
の幅が広がることがあるかもしれません。

そういう意味で少数部数を印刷してお越しの方々に手渡しした時期もあり
ます。

この原稿は、うまく問題をすり抜けていくためのノウハウではなく、心や
魂の広がりを手元に置いて、視野が広がり運命の選択に余裕ができるように
と願っています。

また運命が逆風的なとき自然に利己的になりやすい性質がありますが、視
野を広げて多少なりとも利他的な余裕を持つことで、人とのつながりを温め
全体的な運勢を好転することを願っています。

上記の意図がありつつも占いやご相談の件数がとても多かった時期に書き
上げていますので、文面が強い部分やわかりづらい箇所があると思われます
が、寛容の精神で見ていただければ幸いです。

最後にこの原稿を読んでいただいた方の幸せを願って「始めに」とさせて
いただきます。
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第一章「今の時代に生まれた意味の章」

１-１「人として生まれたという宿命」を生きる

頭の中と現実の「ズレ」
頭では完璧にイメージできているのに、いざ現実で動いてみると思うように
いかない。そんなもどかしさを感じたことはありませんか？

もし、自分の思考を1ミリの漏れもなく相手に転送できたなら、人生はも
っと簡単だったかもしれません。しかし現実は、以下の3つの壁が常に私た
ちの前に立ちはだかります。

①人の心がわからない

②したいことが上手く伝わらない

③先行きが見えず、常に不安がある

これらは個人の能力不足ではなく、人として生まれた以上避けられない「さ
だめ（宿命）」の一部なのです。

格差の時代をどう生きるか
これから先、社会にはさまざまな「格差」が生じてくるでしょう。それは

個人の努力だけではどうしようもない環境のようなものです。

その環境を嘆くのではなく、「その中でどう生きるか」が問われています。
当たり前だと思っていた日常の些細な出来事に目を向け、そこに潜む意味を
読み解こうとすること。その精神性こそが、これからの時代を豊かに生きる
鍵となります。

なぜ「テレパシー」は存在しないのか
私たちは、自分の心を直接相手に届ける「伝心術」を持っていません。

「相手の心がわからない」という不便な環境。これは偶然ではなく、宇宙の
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大いなる意思が私たちに与えた「学びの場」ではないでしょうか。

わからないからこそ、私たちは相手を「推測」し、「慮（おもんばか）る」
ことができます。

虚飾をすべて取り去ったとき、あなたと他者の間に残るのは「心」と、そ
れを運ぶ「言葉」だけです。 「どうせ伝わらない」と諦めるのではなく、
いたわりの心を持って、順序立てて言葉を尽くす。この「伝える努力」こそ
が、私たちが最初に行うべき尊い行動なのです。

不便さが育む「共有の喜び」
大切にしたい相手がいるとき、私たちは自分の持てるすべての能力を使っ

て、相手を理解しようと努めます。 宇宙が私たちに期待している真意は、
まさにここにあるのだと思います。

「わからないから、わかろうとする。そして、心を共有しようと願う」

このプロセスを経て誰かと想いを分かち合えたとき、私たちは不思議と未
来への不安が消えていくのを感じます。どんな仕事であれ、どんな小さな日
常の一コマであれ、心を共有する喜びを知ることで、私たちは「人として生
まれた意味」を発見できるのです。

知識を知恵へと蒸留する
私たちは、肉体という別々の器に入っているからこそ、直接つながること

はできません。しかし、この「分離」された環境こそが、格差や境遇を超え
た普遍的な「真理」を体感させてくれます。

単なる知識を集めるだけでなく、それを実体験と融合させ、何度も自分の
中で繰り返す。そうして蒸留された「知恵」こそが、揺らぎない自信となり、
困難な時代を歩む力となります。

「伝わらない世界」で、それでも伝えようと手を伸ばす。 そのひたむき
な姿勢の中にこそ、人間としての本当の輝きが宿っているのです。
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１-２「現代社会を生きる意味 精神性を守り抜くということ」

突然やってくる「変化の波」
これまでは、普通に働いていれば衣食住に困ることは少ない時代でした。

しかし、今の私たちは「社会の移り変わり」を自ら予測し、考えなければな
らない大きな転換点に立っています。

世界はネットで繋がり、国境を越えて経済が複雑に絡み合っています。国
内の小さな動きだけを見ていては、目の前で起こる出来事の本質（原因）を
見誤ってしまいます。変化は、ある日突然やってくるように見えます。しか
し、その「波」には必ず原因があります。その原因を知ろうとすることで、
私たちは初めて、優先順位を判断するための「心の余裕」を持つことができ
るのです。

「貧乏」と「貧困」の決定的な違い
社会全体から余裕が失われ、格差が広がる中で、私たちが最も警戒すべき

ことがあります。それは「貧乏」が「貧困」へと変わってしまうことです。

「貧乏」とは： お金や物が欠乏していても、精神性を失っていない状態。

「貧困」とは： 物理的な欠乏に加え、精神性までもが蝕まれている状態。

この違いは、人生において決定的
な差を生みます。
精神性が維持されていれば、逆境

を耐え抜き、自らを磨き、状況を改
善する力が残されています。
しかし、精神性までもが蝕まれて

しまうと、視野が狭まり、判断が単
純化し、その場しのぎの快楽や目先
の充足に流されてしまいます。

一度この「負のスパイラル」に陥ると、長期的な人生の立て直しは非常に
困難になります。

避けては通れない「時代のうねり」
時代に余裕がないとき、いつ自分に災厄の波が訪れるかは誰にも予測できま
せん。それは個人の努力だけでは回避しきれない、社会全体の大きなうねり
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だからです。

しかし、がっかりしないでください。この困難な状況こそが、あなたが「こ
の時代に生まれ、何を学ぶべきか」を知るための重要な手がかりになるので
す。苦しく不安な現実に「心や魂の意味」を添えたとき、その景色は全く別
の色彩を帯び始めます。

天があなたに求めていること
周囲で苦しむ人や、親しい人の不幸を目にすることもあるでしょう。そんな
とき、こう問いかけてみてください。

「天（大いなる意思）は、この環境を通して私に何を考えさせ、何を学んで
ほしいと願っているのだろうか？」

現代は、あらゆる場所に「お金」という尺度が入り込み、心よりも物が中心
になっています。もしかしたら、この困難な時代そのものが、私たちが失い
かけている「人間としての精神性」を取り戻すために、人々の深層心理が招
き寄せた現象なのかもしれません。

自分の運命の舵を握るために
社会や世界情勢に目を向け、知識を蓄えること。そして、どんな状況下でも
自分の「考え方の幅」を広げ、精神的な余裕を保ち続けること。

それが、この時代に自分の運命の舵を握り続けるための、唯一無二の準備と
なります。困難をただの「不幸」として終わらせるか、魂の「学び」に変え
るか。その選択の中に、あなたが現代を生きる真の意味が隠されているので
す。
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１-３「歴史から学ぶ、逆境を生き抜く精神力」

今こそ「過去の成功」に学ぶとき
時代の大きな変わり目にある今、私たちはどこに視界を広げるべきでしょ

うか。
最新のトレンドを追うことも大切ですが、同じような苦難を乗り越えた「歴

史の成功例」を知ることは、現代を生きる強力な武器になります。

かつて、絶望的な財政難と閉塞感に包まれた藩を、鮮やかに再生させた二
人のリーダーがいました。

山形・米沢藩：上杉鷹山（うえすぎ ようざん）

岡山・備中松山藩：山田方谷（やまだ ほうこく）

時代も場所も異なる二人の歩
みには、今の私たちにこそ必要
な「共通の真理」が隠されてい
ます。

「安価な情報」の罠を抜ける
彼らについて知りたいと思ったら、ぜひネットの要約だけでなく、一歩踏

み込んだ書籍を手に取ってみてください。
ネットは便利で安価ですが、手間暇をかけずに手に入る情報は、表面的な
事績に留まりがちです。
対価（金銭や時間）を払って深い考察に触れるという行為そのものが、あ

なたの洞察を深め、本質を掴む力を養います。

「手軽さ」ばかりを価値とせず、深い学びに投資すること。これもまた、所
得や精神性の階層を分ける一つの特徴かもしれません。

絶望から始まった改革
鷹山が治めた米沢藩、そして方谷が関わった備中松山藩。
どちらも当時の状況は「どん底」でした。
借金は膨らみ、産業は停滞。武士も農民も商人も、そこに暮らす人々は未
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来に希望を持てず、街は灰色に沈んでいたといいます。

特に米沢藩は、かつて120万石あった領地が15万石にまで激減しながらも、
抱える家臣の数は以前のままという、構造的な破綻を抱えていました。

しかし、鷹山と方谷は、単なる「書類上の数字」の調整で終わらせません
でした。
彼らが真っ先に着手したのは、「人々の心の建て直し」だったのです。

「貧困」を「貧乏」へと書き換える
二人の改革において最も重要なポイントは、「精神の衰亡（折れた心）」と

の格闘でした。

前章でお話しした通り、お金や物が欠乏し、心まで折れてしまった状態が
「貧困」です。
二人は、領民一人ひとりに「心さえ折れていなければ、それは単なる『貧
乏』に過ぎない。
自分を磨き、人を信じることから始めれば、必ずそこから抜け出せる」と

いうことを、命懸けで伝えて回りました。

命令一言ですませるのではなく、自ら質素倹約を実践し、人々の懐に飛び
込み、体ごとぶつかっていく。
そのひたむきな姿勢が、人々の「諦め」という心の霧を晴らしていったの

です。

時代を超えて届く「信頼」と「絆」
江戸時代は、村落社会から貨幣経済へと移り変わる激動の時代でした。そ

の中で生まれた彼らの思想は、日本精神の集大成ともいえます。

国、組織、そして家庭。どんなに仕組みを整えても、最後に残るのは「人
と人」です。 一人ひとりが自分を改革し、困難に負けない自分を造ること。
そして、人をいたわり、信頼の絆を紡ぐこと。

「信頼こそが、現実を変える力になる」 江戸時代の先達たちが遺してく
れたこの答えは、混迷を極める現代を歩む私たちの、
揺るぎない指針となるはずです。
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第二章 「何に負けているのかの章」

２-１「答えは与えられるものではなく、自ら耕すもの」

「成功法則」という魔法の正体
世の中には「成功法則」や「成功体験」を綴った情報があふれています。

最短距離で、要領よく、誰かに答えを教えてもらいたい……そんな風に思う
のは無理もありません。

しかし、その「成功法則」は果たしてあなたに合うものでしょうか？
発信者にはその方法が合っていたかもしれませんが、あなたとは置かれた
環境も、人間関係も、物事の見方や考え方も違います。
タイミングや持っている資金も異なります。魔法の言葉に惑わされ、吟味せ
ず鵜呑みにすることは、他人の靴を無理やり履いて走り出そうとするような
ものです。

成功の「外側」ではなく「内側」を見る
そもそも、私たちが追いかけている「成功」とは何でしょうか。
世間で語られる成功の多くは「お金儲け」に集約されるようです。
もちろん、挑戦すること自体は素晴らしいことです。
しかし、その過程や、たどり着いた先に「自分自身の満足」があるのかを

一度立ち止まって考えてみる必要があります。

もし他人の成功法則を信じ切ってつまずいたとき、その発信者を責めるの
は簡単です。
しかし、原因が常に外にあると考えるのは、少し早とちりかもしれません。

「自分に合わない意見を、唯一の正解として聞いてしまった」という、自分
自身の選択に責任を持つ。そこから本当の学びが始まります。

お祖父様から教わった「地力（じりき）」という知恵
私の祖父は、かつてこんな話をしてくれました。

「土地には地味や地力があり、作物の味や収穫量を決定するのは、その土
地の持っている力であって人ではない。人は地力の限界を可能な限り引き出
してやる手伝いをしているに過ぎないんだ」

この言葉は、私たちの人生にもそのまま当てはまります。



- 12 -

・状況を読み、準備する力

・周囲への配慮や気遣い

・人とのつながりや信頼の蓄積

これらこそが、あなたという人間が持つ「地力」です。 不確定な「運（ラ
ッキーヒット）」を計算に入れず、自分の地力を直視すること。地力を超え
た実りを無理に追い求めても、それは手に入れる可能性の低い、もろい収穫
になってしまいます。

失敗は「土を耕す」プロセス
もし何かに挑戦してつまずいたのなら、それはあなたの地力がまだ準備不

足だったことを教えてくれる貴重なサインです。

失敗の後に「何が足りなかったのか」と冷静に省みることができ、さらに
「周囲への配慮が欠けていたのではないか」とまで思い至るなら、その経験
はあなたの人間性を磨く上等の肥料となります。 失敗して原因を外に探す
のではなく、自分の内側に目を向ける。そうした気づきを得られること自体、
あなたが人間として成熟し始めている証拠なのです。

自分という魂に根を下ろす
「成功」や「幸せ」という、パッケージ化された言葉で立ち止まってはいけ
ません。もっと深く自問自答し、あなたという魂が一番しっくりくる道を探
してください。

魂を成長させ、花を開かせるのは、他の誰でもないあなた自身です。 今は
まだ、走り出す準備ができていないかもしれません。それでも構いません。
まずは自分と向き合い、納得できるまで自分の「地力」をじっくりと蓄えて
ください。

「うまくこなすことだけが、最善の方法ではない。自分の気質に合ったやり
方で、自分を許し、内なる力を満たしてから一歩を踏
み出す。」

そんな、あなただけの歩み方があっても良いのではな
いでしょうか。
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「内なる眼を見開く —— 視野の短さを超える準備」

賢き者は「自らの小ささ」を知る
人は時として、視野の狭さゆえに先を見通せず、取り返しのつかない損失

を招いてしまうことがあります。
しかし、本当の意味で賢い人とは、自分の力がまだ小さく、未熟であるこ

とを知っている人です。

自分の不足を認めているからこそ、深く思索し、入念に準備をする。
逆に、闇雲に突き進むのは知恵なき者の無知であり、幼稚な振る舞いとい

えるでしょう。
人生には、目に見える成果を追うよりも先に、人徳と人間力を磨くべき「準

備の時期」が必ず存在するのです。

才能と「力量」を混同しない
最初から完成された力量を持っている人はいません。
たとえ前世から持ち越したような素晴らしい「才能（伸びしろ）」があっ

たとしても、それを現世での知識や経験、考察によって磨き上げなければ、
宝の持ち腐れとなってしまいます。

魂の成長のために、私たちは一度過去の記憶をリセットして生まれてきま
す。
ですから、今この瞬間に力量がないことは、決して恥ずべきことではなく、

自然で当たり前なことなのです。
大切なのは「自分には才能があるはずだ」という幻想にすがるのではなく、

今の自分の立ち位置を正しく把握すること。
そこが、本当の意味でのスタートライン（一歩前進）となります。

失敗を「分析」という名の肥料に変える
一気に大きな勝負をかけたくなる気持ちを抑え、まずは小さな経験を積み

重ねてみてください。
もし失敗したとしても、それは絶好の「分析材料」です。
感情を一度整理し、問題点を書き出してみましょう。

・準備は水準を満たしていたか？

・感情に左右され、自己制御を失っていなかったか？

もし努力を怠った自覚があるのなら、その悔しさを糧に、もう一度自分を
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律して準備を始める。
成功から学べることは少ないですが、失敗を省みる作業は、あなたの視野

を劇的に広げてくれます。

自分を疑い、相手を認める「平衡感覚」
視野を広げるコツは、「自分は正しい」「自分ならできる」という思い込み

（幻想）を一度取り払うことです。
たとえ過去に成功体験があっても、次の挑戦は常に「初挑戦」であると自

覚すべきです。

また、自分だけでなく、対峙する相手にも相応の「力量」と「都合」があ
ることを認めてください。
相手を侮らず、その本質や立場に興味を持つこと。
「相手の目線からは、この状況はどう見えているだろうか？」と想像する
力（洞察力）が、あなたの中に公平なバランス感覚を育てます。

外への旅ではなく「内なる旅」へ
視野を広げるための「旅」が必要なとき、それは必ずしも海外や遠くへ行

くことではありません。
本当に必要なのは、自分の内側を探求する旅です。

自分の心の形を確認し、自分の行動を客観的に見つめ直す。
外の世界を観察する眼を養うと同時に、自分の内面にも眼を見開いてくだ
さい。
目の前の事象に動じない自分を作り上げる時間は、何物にも代えがたい「内
なる準備」となります。

心の眼を内と外の両方へ向けること。
その静かな準備こそが、あなたの可能性を無限に広げていくのです。
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「棚ぼた式の幸福論」を超えて 幻想から覚める瞬間の輝き

誰かが決めた「バラ色の未来」の正体

時折、相談者の方からこんな言葉を耳にすることがあります。
「ある先生から、〇〇歳になれば運命が好転し、光が溢れる人生になると言
われました。私、そうなりますよね？」

パワーストーンや占いの言葉を根拠に、自分の運命が勝手に良くなること
を信じている……。
それは一見、前向きなように見えて、実は自分の人生の舵を他人に預けて
しまっている「危うい状態」でもあります。

根拠のない「いつか訪れる最高の未来」を夢見ている間、私たちの足元は
どうなっているでしょうか。

心の「逃避」が招く妄想未来図
こうした「棚ぼた式」の幸運を期待する方に共通しているのは、決して今

がどん底で苦しいわけではない、という点です。
むしろ生活に大きな困窮はないのに、なぜか「今の自分は不運だ、不幸だ」
という不満を抱えています。

その不満の裏側にあるのは、

「努力や責任なしに、収入が急激に増えてほしい」

「何もせずとも、理想的なパートナーが現れてほしい」 という、現実味
のない妄想未来図です。

これは一種の「現実逃避」かもしれません。
わかりやすい理論や心地よい言葉は、一瞬だけ「世界を理解したような錯
覚」を与えてくれます。
しかし、商品がひとつも並んでいない店に、お客が行列を作ることはあり
ません。
現実の世界では、何も準備していない場所に幸運の種が芽吹くことはない
のです。

「正」をもって合わせ、「奇」をもって勝つ
兵法の言葉に「正をもって合し、奇をもって勝つ」という教えがあります。
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まずは正攻法（正）でしっかりと地力を固め、準備を尽くす。
その土台があって初めて、想定外の好機（奇＝ラッキーヒット）を活かす
ことができるのです。

一時的に非現実の世界へ遊び、心身を休めることは否定しません。
それが「非現実である」と自覚して、エネルギーを蓄えるための休息であ
れば、必ず現実の出口へと戻ってこられるからです。
しかし、私たちが夢を見ている間も、現実は一刻の猶予もなく動き続けて
いることを忘れてはいけません。

厳しさは「温かさ」を知るための鏡
現実世界は、時として救いようがないほど厳しく、無慈悲に感じられるこ

ともあります。
しかし、その厳しさがあるからこそ、私たちは小さな「人の手助け」に涙
が出るほど感謝し、支え合える人の存在を尊いと感じられるのではないでし
ょうか。

極上の飲み物を想像しすぎていると、目の前にある美味しい飲み物の味を
忘れてしまいます。
「もっといいこと」を追い求めすぎて、すでに手にしている恵みに色あせ
を感じてしまう。
それはとてももったいないことです。

特に、真面目に家族を支えてくれているパートナーがいるのなら、その「当
たり前」の日常こそが、実は最大の恩恵かもしれません。
ありがたみが薄れてしまっただけで、あなたはすでに、誰かの地歩（地盤）
に支えられているのです。

幻想から覚め、自らの足で歩む
自らの足で歩むことを忘れたとき、幸福どころか、今立っている場所（地

歩）すらも崩れ去りかねません。
幸福が向こうからやってくるのを待っている間、幸福があなたを見つける
ことはないでしょう。

人は「いつか」という幻想から覚めたとき、初め
て目の前にある現実への驚愕と、深い感謝を覚えま
す。

萎えていない自分の足に感謝し、一歩ずつ地面を
蹴って進む。
その「当たり前の歩み」のなかに、あなたが探し求
めていた本当の幸福が、静かに息づいているのです。
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「情と理性と品格のつりあい —— 内なる調和という宿題」

志を支える「器」としての物理
何かを成し遂げようとする時、高い志だけでは不十分です。
健康、知識、資金といった物理的な基盤が整ってこそ、その意志は十全に
発揮されます。
そして何より、力を貸してくれる人、理解してくれる人、そして「時流」
を掴む力が、あなたの歩みを加速させます。

人との関係性が物事を左右すると気づいた時、それは「たまたまの成功」
ではなく、実力で道を切り拓く段階に入ったと言えるでしょう。

極端さが招く「心の不協和音」
他者に好かれ、信頼されるには、媚を売るのではなく「人間としての魅力」

を研究する必要があります。
魅力のない状態とは、内面のバランスが崩れている状態です。

理性が突出した人： 正論ではあっても、相手に「冷たい、硬い」という
印象を与え、心を遠ざけます。

感情が突出した人： 言うことがコロコロと変わり、状況を読み取れませ
ん。「良い人だけど、運命は共にできない」と思われてしまいます。

利益に固執する人： 何事もせこせこした「底の見えた人物」と映り、大
きな信頼を得ることはできません。

人が安心感や魅力を感じるのは、こうした要素が極端に振れず、内面が「均
整」を保っている時なのです。

三すくみが紡ぎ出す「品格」
私たちは皆、内側に綺麗なものも汚いものも同居させています。
それらを否定するのではなく、自ら制御し、必要な時に必要分だけ出し入

れできる力。
それを「品格」と呼びます。

品格とは、単なるマナーではありません。
「感情」「理性」「知性」という、時に反発し合う三つの要素が、お互いに
しのぎを削り、支え合いながら紡ぎ出し続ける「葛藤の結晶」なのです。
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この品格を練る作業こそが、人生に深い彩りを与え、私たちがこの世に生
まれてきた真の意味へと繋がっています。

魂に課された「内なる調和」
幼子が成長とともにできることを増やしていくように、私たちの「魂」も

また、未熟な人格から熟達した人格へと成長を求めています。

この人生には、「内的調和」という名の隠された宿題が出されています。
その調和を構成するのは、以下の五つの要素です。

直観力： 核心を射抜く感覚

感情： 豊かさと熱量

人情： 他者へのいたわり

理性： 冷静な判断力

品格： 全体を統合する厚みと心地よさ

どれか一つが強すぎれば、他を損ないます。
感情を優先すれば品位を落とし、理性を重視しすぎれば人情を失う。
そして、合理性ばかりを追い求めると、魂からの微かな声である「直観」
をボツ案にしてしまい、人生の核心を見逃してしまいます。

富を「演出」する心
内面的調和を保つことは、決して簡単なことではありません。
しかし、難しいからこそ、それは私たちの魂が熱望してやまない「課題」

なのです。

この五つのバランスを意識して自分を磨くとき、お金や富といった外的な
財産は、もはやあなたを支配する主人ではなくなります。
それらは、あなたの練り上げられた内面を表現し、人生を美しく演出する
ための「道具」へと変わるのです。



- 19 -

「何とかならない時」の作法 —— 潔さが授けてくれる知恵

壁の向こう側へ行くために
努力を重ね、どんなに知恵を絞っても、状況が全く好転しない。
そんな時は誰の人生にも起こり得ます。
周囲と噛み合わず、現実という大きな岩がびくとも動かない――。

そんなとき、私たちは「負け知らず」であることよりも、「正しく負ける
こと」を求められているのかもしれません。
勝ち負けという狭い尺度では測れないものが、この世にはいくらでもある
からです。

絶望が隠してしまう「余力」
状況が悪化し、心理的な圧力が高まると、人は次第に「すべてが敵」であ

るかのような錯覚に陥ります。
この極限状態こそが、最も危険な視野の狭窄を招きます。

実は、冷静に眺めればまだ余力があったり、助けの手がすぐそばにあった
りすることもあります。
ここでいう「余力」とは、資金や他人の援助だけを指すのではありません。
一番身近にありながら、最も見落としがちな資源――「あなた自身という存
在」です。
絶望という霧が、あなたの可能性を隠してしまっているだけなのです。

潔く負けを認めるという「勇気」
どん底から抜け出す一番の近道は、意外にも「潔く負けを認めること」で

す。
負けを認めた瞬間、不思議と心は静まり、視野がぐっと広がります。
それは、執着という重荷を下ろしたことで、世界をありのままに見る余裕

が生まれた証拠です。

負けを認められるのは、あなたの度量が大きい証です。
「負けを認めた」からといって、すぐに状況が好転するわけではありませ
ん。
しかし、あなたの心の中にある「真実」が変わります。
負の感情に浸り続けることをやめ、自分の人生の主導権を取り戻すことが
できるのです。
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幸運な負けと「器」の進化
もし、自分より遥かに大きな器を持つ人物や状況に直面して負けたのであれ
ば、それは「幸運な負け」だと言えます。
相手との人間性の違いに打ちのめされた時、あなたは同時に「その高みに
至るための切符」を手にしたことになります。

「今回は、素晴らしい稽古をつけてもらった」 そう考えて一旦終止符を打
つのです。
自分の未熟さを認め、器量が広がること。それは金銭よりも価値のある、
あなたの一生モノの「資産」となります。

「負けて勝つ」再起の準備
古くから「負けて勝つ」という言葉があります。
負けを認め、失敗を冷静に分析し、自分に何が足りなかったのかを洗い出
す。
このプロセスこそが、次なる勝利への「科学的な準備」となります。

勝負の秘訣は、常に準備にあります。
そしてその準備とは、物理的なものだけではありません。
痛い思いをして負けを知り、人間性を磨き直したその経験こそが、あなた
を本当の意味での「成功者」へと変えていくのです。
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「立ち直りと学び、そして再起への歩み」

失敗は「留まる場所」ではない
もし今、あなたが「失敗した」「負けてしまった」と感じる状況にあるの

なら、まずは自分に問いかけてみてください。
「このままで終わりにして、本当にいいのだろうか？」

当然、良いはずはありません。
失敗を受け入れられず、そこに留まり続けるのは、自らの成長を止めてし

まうこと。
失敗や負けを認める度量こそが、次の場所へと歩き出すための「燃料」と

なるのです。

頭の外へ「失敗」を書き出す
再起のための第一歩は、現状を客観的に把握することです。
頭の中だけで考えていると、同じ後悔や不安をぐるぐると巡ってしまいま

す。
まずは、思いつくままに「失敗した点」をメモに書き出してみましょう。

・「絶対に正しい」と思い込んでいた部分に、落とし穴はなかったか？

・情報収集は十分だったか？ 労力を惜しんでいなかったか？

・人の意見を、素直な心で聞けていただろうか？

書き出した項目を「自分のスキル」「周囲の環境」「人との関わり」など、
分野別に分類してみてください。
すると、「次にしてはいけないこと」が驚くほど明確に見えてきます。

状況を「許す」ことで心が追いつく
論理的に失敗の原因がわかっても、気持ちがついていかないことがありま

す。
全力で再起に向かうために最も重要なのは、「今の状況を許し、受け入れ

ること」です。

自分の至らなさを許し、この状況を受け入れることができて初めて、人は
「負の感情」という濁流から抜け出すことができます。
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心が静かになれば、失敗の真の要点――つまり「次にどうすべきか」とい
う宝物を見つけやすくなるのです。

最も避けるべきなのは、失敗の事実から目を背け、分析もせずに「同じ手
法」で再び勝負を挑むことです。
それは勇気ではなく、無謀と呼びます。

慎重さは「再起への誠実さ」
立ち直るまでに時間がかかっても、焦る必要はありません。
大事なのは、再起を図る情熱の火を絶やさないこと。
そして、同じ過ちを繰り返さないという「慎重さ」を持つことです。

失恋であれば、自分の何が悪かったのかを整理した上で、「また愛せる人
が現れる」と信じて立ち上がりましょう。
仕事や人生の挫折であれば、自分の「継続する力」を信じて、淡々と準備

を整えましょう。
学びとは、成功の喜びの中よりも、失敗の痛みの中にこそ多く隠されてい

るものです。

道が見えれば、準備が勇気をくれる
今できることを、できるところから始める。
「かえりみて、省く」という地道な作業を繰り返す中で、あなたの人間性
は磨かれ、やがて新しい道の入り口が見えてきます。

「道が見えれば、あとは準備をするだけ。
そして整った準備は、あなたに一歩を踏み出すための本物の『勇気』を授
けてくれるでしょう。」

再起の準備を整えたあなたは、失敗する前よりもずっと強く、深い人間へ
と進化しているはずです。
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第三章 「なやみ解決の探し方」

「人生のページをめくる時」 —— 模索と進展のサイクル

人生のバイオリズム：模索期と進展期
私たちの人生は、一本の直線ではなく、螺旋（らせん）状のサイクルで進

んでいます。
図にあるように、人生は「模索期」と「進展期」が交互にやってくる構造

をしています。

模索期： 向上心があるからこそ悩み、挑戦し、切磋琢磨する時期。

進展期： 努力が実を結び、物事が安定して流れていく時期。

いま「うまくいかない」と感じているなら、あなたは今、人生の新しいペ
ージを書き加えるための「模索期」という大切な転換点に立っているだけな
のです。

進展期（安定）にいる人への戒め
今、平穏の中にいる人にこそ、意識してほしい言葉があります。
「治（ち）に居て乱を忘れず」

平和な時こそ、不測の事態への備えを忘れてはいけないという教えです。
歴史を振り返れば、平和ゆえの「怠慢」が崩壊の引き金となった例は枚挙

にいとまがありません。
平安な時こそ、現状にどっぷりと浸りすぎず、冷静に状況を把握しておく

ことが、未来の自分を守る盾となります。

模索期（低迷）にいる人への希望：人間万事塞翁が馬
逆に、今が苦しい時期にある人には、この有名な古事を知ってほしいと思

います。 「人間万事塞翁（にんげんばんじさいおう）が馬」

不運に見えた「馬の脱走」が良馬を連れ帰る幸運に繋がり、その幸運が「息
子の落馬」という不幸を招き、さらにその怪我が「戦争への徴兵回避」とい
う命を救う結果に繋がった――。
この物語が教える真理は、「人生の幸・不幸は予測不能であり、表裏一体
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である」ということです。

今の困難を「単なる不幸」として終わらせないでください。それは、幸運
への伏線かもしれません。

現実を生き抜く「心の準備」
未来を完璧に見通し、すべてのトラブルに備えることは不可能です。
どんなに準備をしても、現実は「出たとこ勝負」になる場面が多いでしょ
う。

だからこそ、大切なかたちなのは「心の準備」です。

平安な時： 「必ず変化はやってくる」と肝に銘じ、周囲への注意力を失
わないこと。

困難な時： 「これは自分に何を教えようとしているのか？」と、そこに
あるメッセージを読み解こうとすること。

急激な変化に直面したとき、平静を失わずにいられるかどうか。
それは、あなたが日頃からどれだけ「心のページ」をめくる覚悟ができて
いるかにかかっています。

不幸を「困難」という課題に書き換える
不幸を、ただの「逃れられない不運」として見ているうちは、出口は見え

ません。
しかし、それを「克服すべき困難（課題）」として捉え直し、多角的に眺

めてみたとき、そこには必ず新しい道が見えてきます。

模索期は、あなたがより強く、深く成長するために用意された期間です。
焦らず、冷静に現状を吟味しましょう。
その静かな時間が、次の輝かしい「進展期」のページを美しく彩る力とな
るのです。
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「悩み癖」から抜け出す３つの勇気

悩みの迷路に囚われた「奴隷」からの脱却
同じことを何度もグルグルと考えてしまう……。
それは「悩みの迷路」の住人になっている状態です。
悩み癖がつくと、前向きに考えることすら怖くなり、まるで自分の悩みと

いう主人に仕える「奴隷」のように自由を奪われてしまいます。

「ここから抜け出したい」と願うなら、ほんの少しの覚悟が必要です。
想像してみてください。
アクション映画の主人公が、背後に迫る敵から逃れるために、意を決して

一本のロープで向こう岸へ飛び移るシーンを。

あなたが手にするロープは、たった一つの「次へ進む意志」です。
足元は暗くて見えないかもしれませんが、実は飛び込んでみれば、ほんの

わずかな段差に過ぎないのかもしれません。

自分を救い出す「３つの勇気」
悩み癖という迷路を突破するには、次の３つのステップの「勇気」が必要で
す。

解決方法を探し、手にする勇気 （「どうせ無理だ」という諦めを捨て、情報
を集める一歩）

悩みにはまっている自分から脱却する勇気 （悩んでいる状態に安住せず、
そこから離れる覚悟）

解決を実行する勇気 （導き出した答えを、現実に移す力）

どんなに悩んでいても、最後に自分の道を歩めるのは自分だけです。
安易な慰めではなく、時に耳の痛い「直言（アドバイス）」をくれる人が

身近にいるなら、その人を大切にしてください。
そのきつい言葉を「もし半分でも実行できたら、自分はどう変わるだろ

う？」と考えてみること。
それがあなたの殻を破るきっかけになります。

困難は「神々が用意した修行」
私たちは、自分の心がなかなか他者に伝わらない、不自由で困難な環境の中
に生きています。
しかし、この不自由さこそが現世という名の「修行」なのです。
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「なぜ私ばかりこんな目に」と思うかもしれません。
ですが、目の前の壁を「神々が自分の成長を期待して用意した問題」と捉

え直してみてください。
安易に回避するのではなく、正直に、清浄な心でその問題に向き合うこと。
困難を乗り越えた時、あなたの魂はかつてないほどの光を放ち始めます。

心の中にいる「敵」と向き合う
映画の主人公には武器を持った敵が追いすがりますが、あなたの背後にいる
のは、近所の人、親、上司、あるいはノルマといった、実態のある日常です。

彼らは映画の敵役のように命を奪いにくるわけではありません。
あなたを追い詰めている真の正体は、外の世界ではなく、あなた自身の心

が生み出した「悩み癖」という敵なのです。
武器も暴力も必要ありません。
ただ、勇気を持って「悩みを直視する」だけでいいのです。

自分を許し、魂と再会する
これまで勇気が出せなかった自分を、どうか責めないでください。
まずは「勇気がなかった自分」を優しく許してあげましょう。

自分と向き合うことは、長い間放置されて寂しがっていた「自分の魂」と
向き合う第一歩です。
内側へ向かう勇気が育ったとき、それは外の世界へと踏み出す大きな収穫

へと変わります。

「千里の道も一歩から」

今日踏み出すその小さな一歩が、あなたという魂を輝かせる新しい物語の
始まりなのです。
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「悩みのかたち」を紐解く

「悩みって、どんなかたちをしていると思いますか？」

これまで2,700人以上の方々と対話をし、その心の奥底にある「悩み」に
触れさせていただいてきました。
その中で、悩みには共通する「構造（かたち）」があることが見えてきた

のです。

今、あなたが抱えている心の重荷。
それを少しだけ軽くするお手伝いができればと願っています。

自分との対話
具体的なお話に入る前に、少しだけイメージしてみてください。
いま、あなたの心を占めている「悩みの要点」は何でしょうか。

少しの間、目を閉じて、頭の中を整理してみてください。
……いかがですか？

「悩みが多くて、数えきれない」と感じる方も多いかもしれません。
ですが、実際に紙に書き出してみると、意外にも100個も出てくることは

ありません。

「たくさんある」という正体不明の不安は、冷静に書き出すだけで「解決
すべき具体的な課題」へと姿を変え始めます。
まずは「要点を掴むこと」、そして「自分の悩みと客観的に向き合うこと」。
この二つができるだけで、心はぐっと落ち着きを取り戻します。

悩みの構造（8つの要点）
私がこれまでの相談を通じて見出してきた「悩みの構造」は、大きく分けて
以下の8つに集約されます。
あなたは、どれに当てはまるでしょうか。

視界の霧： いくつもの出来事が重なり、全体像が見えないことへの不安

我慢の迷路： 「耐えればいつか解決する」と信じ、出口を失っている状
態
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決断のジレンマ： 進むべき道を選べず、迷いが積み重なったストレス

孤独の幻想： 「誰も自分のことを分かってくれない」という思い込み

視点のズレ： 相手の立場や理由を想像できず、誤解を繰り返している状
態

客観性の不足： 物事を多面的に見られず、現状を正しく把握できていな
い未熟さ

過去への執着： かつての栄光や執着から抜け出せず、「今」を生きていな
い状態

その他の要因： 複合的な、あるいは言葉にしがたい心の機微

希望への転換
もし、当てはまるものがあっても、決してがっかりしないでくださいね。
「今、自分はこういう状態なんだ」と正しく認識できた瞬間から、すべて
は変わり始めるからです。

悩みは、ただ振り回されるものではありません。
正体を見極め、一つずつ紐解いていけば、必ず「取り組める課題」に変わ

ります。

次からは、これらの要点を一つずつ詳しく取り上げ、解決の糸口を一緒に
探っていきましょう。
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「人にも立場や理由がある」

意外な真実
「あの人はどうして、あんなにひどいことをするんだろう」 そう誰かを責
めたくなる夜があるかもしれません。
ですが、少し意外に聞こえるかもしれませんが、最初から「悪人になろう」

と思って生きている人は、案外少ないものです。

多くの人は、その時の環境や、そうせざるを得ない「空気」の中で、その
道を選んでしまっていることが少なくありません。

あなたの周りの「誰かさん」
ここで考えてみてほしいのは、ニュースの中の悪人ではなく、今あなたを

悩ませている「あの人」のことです。

もしかしたら、その人はあなたを苦しめるために行動しているわけではな
いのかもしれません。
冷静に観察してみると、実は単なる「勘違い」や、ちょっとした「言葉の

行き違い」が原因だったりします。
育ってきた環境が違えば、言葉のニュアンスひとつで大きな誤解が生まれ

てしまうこともあるのです。

人は「思い込み」から逃れにくい
私たちは一度「この人は敵だ」と勘違いしてしまうと、なかなかその思い

を修正できないという、少し不器用で愚かな一面を持っています。
この「思い込みの癖」が、悩みを深く、長くさせてしまう原因なのです。

また、相手にはその人の**「立場」があります。
その役職、その家庭環境、その役割……。本心では嫌だと思っていても、

立場上やらざるを得ないことだってあるでしょう。
それを「あの人が悪い」と憎んでしまうのは、お互いにとって少しお気の

毒な、悲しいすれ違いではないでしょうか。

憎しみの正体を解剖する
いま、もしあなたに憎いと感じる相手がいるのなら、少しだけ立ち止まっ

て考えてみてください。
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・その人の、どんなところが憎いのですか？

・どうして憎いのですか？

・具体的に、どんなことをされたから憎いのですか？

書き出してみると、意外と数は多くないはずです。
私たちは、たった数個の嫌な出来事を、頭の中で何度も何度もループさせ

て、膨らませているだけなのかもしれません。

憎しみとは「執着」である
憎しみの正体を一言で表すなら、それは「相手に心を囚われている状態」

です。

嫌いな人のことを一日中考えてしまう。
それは、ある意味で「愛し合っている」のと変わらないほど、相手にエネ

ルギーを注いでしまっている状態といえます。
「愛」と「憎しみ」は背中合わせのセットであり、無関心ではいられない

強い結びつきなのです。

自分を自由にするための「許し」
憎しみという感情は、もしかしたら「許し合うことの尊さ」を教えるため

の反面教師なのかもしれません。

もし、相手の悪いところがそれほど多く見つからなかったのなら……もう、
許してあげてもいいのではないでしょうか。

相手を許すことは、相手に屈することではありません。
相手に奪われていた自分の心を取り戻し、あなた自身が自由になることで

す。
今、苦しみの中にいるあなたに、いつの日か穏やかな「許し」の時が訪れ

ることを願っています。
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「全体像が見えない」時の処方箋 —— 心の重力を取り戻す

なぜ、私たちは混乱してしまうのか
人は、一つや二つの難問であれば、本来備わっている力で乗り越えられる

ものです。
しかし、短い期間に複数の問題が重なったり、過去の未解決な不安が頭を

もたげたりすると、心は一気にキャパシティを超えてしまいます。

今、少しだけ目を閉じて、不安に思い始めた最初の頃の情景を思い出して
みてください。
どんな景色でしたか？ どんな気持ちでしたか？ その悩みを、これからも

ずっと抱えたままにしておきたいですか？

あなたはすでに「勇気の結晶」を手にしている
今、あなたがこの言葉を読んでいること。それは偶然ではありません。
あなたの「自分を改善したい」という強い意志が引き寄せた結果です。

この前向きな意志は、いわば「勇気の結晶」です。
この結晶が風化してしまわないうちに、次の一歩を踏み出しましょう。
それは決して難しいことではありません。
ただ「メモを取る」という、小さな、しかし確実な行動です。

自分自身のために「書き出す」
メモを取るのは、誰かに言われたからではなく、あなたの自由意志による

「自分を救うための研究」です。
たとえ悩みの原因が他人にあったとしても、今苦しんでいるのはあなた自

身。そこから抜け出す権利もまた、あなただけが持っています。

【メモを取る際のポイント】

・いきなり「答え」を求めない： 解決を急ぐと、焦りから周囲といさか
いを起こしやすくなります。
まずは「把握」に徹してください。

・成果を気にせず書き出す： 誰が見ているわけでもありません。ありの
ままの感情や、相手に言われたこと、本当はどうして欲しかったのかを、思
いつくままに書き出しましょう。
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心に「重力」を与える作業
なぜ、書き出す必要があるのでしょうか。
私たちの体には常に「重力」という一定方向の力が働いているため、座る

という姿勢を維持できます。
しかし、私たちの「心」や「思考」の中には、重力が働いていません。

重力のない心の中では、悩みはコップ一杯の水が蒸発して空気中に広がる
ように、際限なく膨らみ、巨大な体積（不安）となってあなたを飲み込もう
とします。
この「心の散らばり」こそが、人との行き違いや誤解を生む原因なのです。

書き出すという行為は、いわば「心に重力を与える作業」です。
形のない不安を紙の上に固定し、客観的に眺めることで、あなたは初めて

自分の内面をコントロールできるようになります。

いつの間にか変わっている自分に気づく
私自身も修行時代、一人でコツコツと問題を書き出し、把握に努めた時期

がありました。
その中で出会った大切な言葉たちは、今でも私の本棚で「宝物」として私

を支えてくれています。

今の状態を正しく「把握」できれば、自ずとやるべきことの順番が見えて
きます。
「やっても無駄だ」と諦める前に、まずはペンを動かしてみてください。
その地道な努力を続けているうちに、ふと気づけば、あなた自身が以前よ

りもずっと強く、軽やかになっていることに気づくはずです。
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「我慢」の限界を超え、知恵をめぐらせる

通り過ぎてくれない問題への備え
「我慢していれば問題は解決する」と信じている人は意外と多いものです。
無事に過ぎ去るのを待つ姿勢は、一見穏やかに見えますが、世の中には「決

して通り過ぎてくれない問題」も存在します。

何の備えもなく、ただぼーっと過ごしている時にその問題が訪れたらどう
なるでしょうか。
受け流すだけでも相当な苦労を強いられるはずです。
泰平を愛するからこそ、私たちは「自分の身を守る訓練」をしておく必要

があるのです。

賢いウサギは「三つの隠れ家」を持つ
古典『戦国策（および論語の格言として引用される）』に、「狡兎（こうと）

三窟（さんくつ）」という言葉があります。

「賢いウサギは、自分の身を守るために三つの穴（逃げ道や予備の手法）
を用意しておく」という意味です。
ウサギはおとなしく、力の弱い小動物ですが、だからこそ足の速さを磨き、

常に複数の逃げ場を確保して鷹やイタチから身を守ります。

現代を生きる私たちも同じです。
問題が起きる前に、少なくとも三つの対処法（アプローチ）を考える癖を

つけておきましょう。
即決が必要な場面を除き、「もしこれがダメなら次はこの手がある」とい

う選択肢を持つことが、あなたの心の余裕を生み出します。

いま、あなたが「我慢」で蓋をしている問題はありませんか？
まずは「三つの穴（解決策）」のうち、一つ目を探すことから始めてみま

しょう。
「誰に相談するか？」「何の本を読むか？」「まず何を書き出すか？」 こ

れだけでも、あなたはすでにウサギのような俊敏な一歩を踏み出しています。

耐えて待つのではなく「冷静に向き合う」
もし今、あなたが自分一人では受け流せない問題に直面しているのなら、た
だ耐えるのではなく、冷静に以下の三点を確認してください。
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・自分の現状： 今の自分には、どの程度の対応力（力量）があるか？

・問題の核心： この問題の本当の要点はどこにあるのか？

・助けの所在： 誰にアドバイスを求めればよいのか？

あなたには考える脳があり、話す口があります。
信頼できる人の助言には素直に耳を傾けましょう。ユダヤの格言に「口は

一つなのに耳が二つあるのは、自分が話す倍の量を聞く必要があるからだ」
とあります。
特に追い詰められている時こそ、他者の言葉を聴く謙虚さが回避の鍵とな

ります。

「苦労」を知ることで磨かれる人間性
困難から目を背け、耳を塞ぎ、見なかったフリをするのは、生きていると

は言えません。それはどこか心が寂しい生き方です。

なぜ、困難に正しく目を向けるべきなのでしょうか。
それは、真正面から立ち向かうことで得られる「深い理解」があるからで

す。

苦労を知れば、目標に対して努力を怠らなくなります。

苦労を知れば、歩み続けるための忍耐を忘れません。

苦労を知れば、他者の苦しみを理解できるようになります。

苦労を知れば、人の大切さがわかり、感謝が自然と湧いてきます。

困難は、あなたという人間の幅を広げ、人生の解像度を高めてくれる貴重
な経験なのです。

倦怠を打ち破る「生のあがき」
悩みから立ち直る、あるいは楽しいことを追いかける。それだけが人生で

はありません。 感動や忍耐が薄い人生は、やがて深い「倦怠感」を生みま
す。そしてその倦怠感は、大切な家庭や人生そのものを投げ出させてしまう
ほどの毒になります。
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ただ我慢してやり過ごすのではなく、自分の感覚を最大限に研ぎ澄まし、
知恵をめぐらせ、困難の前であがいてください。
その「あがき」こそが、あなたの人生の可能性を広げ、真の意味で「生き

ている」という実感を与えてくれるのです。
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「誰もわかってくれない」を卒業するための16の処方箋

孤独の正体を見つめる
「自分の思いが誰にも伝わらない」と感じるとき、私たちはつい「周りが

悪い」と考えがちです。しかし、コミュニケーションは双方向のもの。
自分の伝え方や相手への捉え方に、少しだけ「極端な偏り」がないか確認

してみましょう。

心の癖をチェックする16項目
①「自分と相手は同じ」だと思い込む
出発点は「人は違って当たり前」。異論が出ても怒らず、まずは「そう

考えるんだね」と受け止めて。

②自分の方向に無理やり向けようとする
親しき仲にも礼儀あり。自然な距離感が、結果として相手を惹きつけま

す。

③自分には甘いのに、相手が外すと許せない
相手がなぜそうなったのか、理由を聞くゆとりを。意外な事情があるか

もしれません。

④束縛を嫌うのに、相手を所有物のように扱う
自分が嫌なことは相手も嫌なはず。愛ゆえの束縛も、ほどほどが肝心で

す。

⑤感情が先に立ち、冷静に話せない
「こうあるべき」が強すぎませんか？ 対話は可能性を見つけるための

ものです。

⑥物事が終わってから後悔することが多い
なぜ冷静になれなかったのか、自分の弱点を書き出してみて。
それが自分との対話の第一歩です。

⑦一度気になりだすと、居ても立ってもいられない
一つの出来事は多くの因子でできています。
「時間」という要素を味方につけ、一呼吸置きましょう。

⑧身近な相手にも「勝ち負け」を意識してしまう
小さな勝ちにこだわると、大きな幸せを逃します。身近な人とは手を取り

合うのが一番の得策です。
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⑨無意識に相手をコントロールしようとする
周りがあなたに気を使い、緊張しているようなら要注意。
相手の自由を尊重しましょう。

⑩自分は怠けているのに、相手の怠慢が許せない
人を責める前に、まず自分の背中を見せること。
「やってみせ、言って聞かせて、させてみる」が基本です。

⑪常に「外に敵」を作っていないと気が済まない
いつも戦っていては心が休まりません。
その人は本当に敵ですか？ 思い込みを外せば、味方が増えます。

⑫「わかってほしい」のに、言葉を尽くしていない
相手は「自分を全く知らない他人」だと思って説明を。
本を読み、言葉のバリエーションを増やすのも手です。

⑬素直に頭を下げることができない
「実るほど頭を垂れる稲穂かな」。解決のために力を借りる「潤滑油」と

して、謙虚さを持ちましょう。

⑭相手の悪いところばかりが目に付く
許せない心は表情に出ます。粗探しを卒業して、その人の「良いところ」

を探す宝探しを始めて。

⑮自分に甘く、人に手厳しい
「自分に厳しく、人に優しく」。
人に対して春風のように接する心が、相手の魂を打ちます。

⑯「言ったからわかっているはず」という過信
伝え方が「お小言」の一種類になっていませんか？
相手がどう受け取ったかを確認する配慮を。

自分を変化させ、状況を変える
この16項目、あなたはいくつ該当しましたか？
多く当てはまったとしても、それはこれからの「伸びしろ」です。
一度に全部を変えようとせず、今日から「これだけは気をつけよう」と思

うものを一つ選んでみてください。

人生はインスタントなものではありません。
即席の解決を求めるのではなく、ゆっくりと、しかし着実に自分の内面を
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整えていきましょう。

魂が喜ぶ「自己対話」
「誰もわかってくれない」という孤独な世界から抜け出す鍵は、あなたが

自分自身の癖を認め、自己修正していく勇気の中にあります。
あなたが変わり始めれば、鏡のように周囲の反応も変わり始めます。

一歩引いて譲る、言葉を丁寧に選ぶ、相手の良さを見つける――。
そのささやかな努力が、あなたの人生をより豊かで温かなものへと導いて

くれるはずです。
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「過去の栄光」を脱ぎ捨てて —— 今、この瞬間に力を注ぐ

過去に囚われることの「代償」
かつての輝かしい成功や、幸せだった頃の思い出に浸り続けてしまうこと

があります。
しかし、過去ばかりを見つめている時、私たちの歩みは必然的に後ろ向き

になってしまいます。

実は、問題を解決しようと思案したり、未来を想像したりするには、多大
な「気力」が必要です。
私たちの脳が一度に処理できる「想像空間」は無限ではありません。
過去という終わった出来事にリソースを割きすぎてしまうと、今、解決す

べき課題に注ぐためのパワーが残らなくなってしまうのです。

寓話その一：切り株を待ち続けた男
中国の古典にある「守株（しゅしゅ）」というお話をご存じでしょうか。

ある日、一人の働き者の農夫が畑を耕していると、一羽のウサギが走ってき
て、畑の中の切り株に激突して死んでしまいました。
労せずしてウサギを手に入れた農夫は、味を占めてしまいます。
「またウサギが来るに違いない」と、彼はクワを放り出し、毎日切り株を

見つめて待ち続けました。

しかし、二度とウサギが来ることはありませんでした。
やがて畑は荒れ果て、彼は国中の笑いものになってしまったのです。
たまたま起きた「過去のラッキーヒット」にしがみつくことが、いかに今

の生活を破壊するかを教えてくれる物語です。

寓話その二：動いている船に刻んだ印
もう一つ、ある侍のお話を紹介しましょう。

船で大河を渡っていた侍が、うっかり大切な刀を水の中に落としてしまい
ました。
侍は慌てて、刀が落ちた場所の「船の縁（ふち）」にナイフで刻印をつけ

ました。
「よし、ここに印をつけたから安心だ。後でここを潜れば見つかるはずだ」
やがて船が対岸に着いてから、侍はその印の真下を潜って探しましたが、
当然、刀は見つかりませんでした。



- 40 -

時は一刻も止まらず流れています。
状況が刻々と変わっているのに、過去の地点（印）に執着していては、本

当に大切なものを見つけることはできないのです。

過去は「今の問題」ではない
この二つのお話の共通点は、「止まった過去に執着して、流動的な現実を

無視している」という点です。

過去の成功は、その時の条件、その時の人間関係、その時の運が重なって
起きた「点」の体験です。
今のあなたが直面している問題は、過去とは全く別の新しい課題です。
過去のやり方や栄光にすがっていては、今の状況に応じた「最善のアイデ

ィア」が浮かぶ余地がなくなってしまいます。

想像空間を「今」に開放する
もし、自分が過去にとらわれていると感じたなら、一度深呼吸をしてみてく
ださい。
そして、過去の思い出を優しく引き出しの中にしまい、頭の中の空き容量

をすべて「今、目の前のこと」に割り振ってみるのです。

情報を冷静に整理し、今の自分にできることを最大限に考える。
その集中こそが、過去の栄光を超える「新しい輝き」をあなたにもたらし

ます。

「時の流れは止まりません。あなたも船の印を見つめるのをやめて、今、流
れている川の先へと目を向けてみませんか？」
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「進む先が見えない」あなたへ —— 思考を休め、座標を借りる
勇気

暗闇の中の「怪物」は幻
「進む先が見えない」と立ち止まってしまう方の多くは、心の中に一つの

イメージを抱えているように見えます。
それは、震えながら立ちすくんでいる自分に、どこからともなく怪物が襲

いかかってくるような光景です。

けれど、安心してください。
今、この瞬間に進めないからといって、すぐに破滅が訪れるわけではあり

ません。
現実はただ「状態が一時的に停滞しているだけ」であり、あなたを食い殺

す怪物はどこにもいないのです。
まずはその恐怖を手放し、冷静に解決の糸口を探す準備をしましょう。

成功者ほど「くよくよしない」工夫をしている
あなただけが悩んでいるわけではありません。
あなたが「成功している」と羨む人々も、実は同じように悩み、考え続け

ています。
私が多くの経営者や成功者とお会いして気づいたのは、彼らは悩みが無い

のではなく、「くよくよしないための工夫」を人一倍しているということで
す。

トップが悩み続けて動きを止めてしまえば、組織は回りません。
だからこそ、彼らは自分の精神を健やかに保つための「手法」をいくつも

持っているのです。

その悩みは、本当に「今すぐ」の解決が必要か？
あなたの前を塞いでいる問題の正体は何でしょうか。

対人関係、金銭、仕事、恋愛、あるいは自分自身の力量……。

それらは、今日明日中に解決しなければ人生が終わってしまうようなもの
でしょうか？
物事には、一つひとつ手順を踏まなければ動かない性質のものがあります。
どれほど力を尽くし、知恵を絞っても、運命の歯車がどうしても噛み合わ

ない時期というのは存在するのです。
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人力を超えた時は、あえて「外の座標」を頼る
知恵も力も尽き果て、つかみどころのない不安に襲われた時。
そんな時こそ、あえて「頭で考えること」を一度停止してみる勇気を持っ

てください。

意外に思われるかもしれませんが、非常にシビアな判断力を持ち、理数的
な思考をする経営者の方ほど、行き詰まった時に占いやおみくじといった「精
神世界の座標」を参考にされます。

なぜ、彼らは目に見えない世界にヒントを求めるのでしょうか。
それは、「考えてもどうしようもない不確定な現実に対し、占いが一つの

的確なイメージ（座標）を与えてくれるから」です。
自分の思考という狭い枠から離れ、大きな流れに心を澄ますことで、閉ざ

されていた視野がふっと広がるのです。

安心して、解決を待つ
考えすぎることは、時に毒になります。
もし今、出口が見えないのなら、それは「今はまだ動く時ではない」とい

うサインかもしれません。

大丈夫。
解決策を探すための時間は、あなたが思っている以上に残されています。
まずは深呼吸をして、心を落ち着けましょう。
人力を超えた問題は、時が解決してくれることもあります。
焦らず、安心して、次の一歩を照らす光が差し込むのを待ってみませんか。
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「多面的客観性」を育てる —正直者がしなやかに生きるための眼

それは「客観」か、それとも「自己否定」か
自分を冷静に観察する「客観性」は、失敗のパターンに気づき、成長を促

すための強力なツールです。
しかし、相談に来られる方の中には、客観性を「自分を責める道具」にし

てしまっている方が少なくありません。

「自分はなんてダメな人間なんだ」
「きっとあの人も私のことを悪く思っているに違いない」
これは客観性ではなく、「客観風の主観論」です。
自己不信や他者不信をベースにした観察からは、幸せを実感できる未来は

生まれません。
私たちが目指すべきなのは、未来へ進むために「今」を正しく知るための

客観性です。

客観性を向上させる「3つのコツ」
自分を正しく、多面的に観察できるようになるには、いくつかのルールがあ
ります。

「評価」をせず、ただ「事実」を見る 「失敗した自分はダメだ」とジャッ
ジするのではなく、「今、こういう結果が出た」という現象だけを捉えます。
感情的なラベルを貼らないことが、最も大切な第一歩です。

周囲の気持ちを「予想」してみる 「自分から見た景色」だけでなく、相手
の立場に立って、その状況がどう見えているかを想像します。

他者の眼を「借りる」 「他者は自分をどのように観察しているか」を冷
静にシミュレーションします。
この時、決して否定的な感情を混ぜないよう注意してください。

多面的な理解がもたらす自由
客観性を育てることは、あなたに多くの恩恵をもたらします。
まず、「自分だけが良い／悪い」という極端な思考から解放されます。
そして、自分を多面的に理解できるようになると、これまで「苦手だ」と

思っていた人とも、新しい距離感で付き合える可能性が広がります。

最初から完璧にできる人はいません。だからこそ、この力を身につけること
は、他には真似できない一生モノの知恵を会得することになるのです。
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創造的な思考と「伝え方」
多面的な視点を持つ人は、集団の中でも輝きます。
複雑に絡み合った意見をまとめ、進むべき方向を示すことができるからで

す。
ただし、色々な側面が見えてくるようになると、つい言葉が強くなってし

まうこともあります。

そこで大切になるのが「伝え方」です。
「成功や幸せに導きたい」という温かな心を客観性に加味したとき、あな

たの言葉は相手の心を打つ力に変わります。
一人の悩みを深く観察することから始まったこの習慣は、やがて他人のた

め、自分のために才能を開花させる大きな力へと発展していくでしょう。

正直者がしなやかに、強く生きるために
この言葉に触れているあなたは、きっと自分に嘘をつけない、誠実で正直な
方でしょう。
その正直さを、自分を追い込むために使うのではなく、自分を理解し、世

界を広げるために使ってください。

「自分の心を『種』とし、自分と向き合う時間を『大地』として、自己との
対話を才能へと開花させてください。」

客観性というしなやかな強さを
身につけたとき、あなたはどん
な環境においても、自分らしく
光り輝くことができるはずで
す。
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相談の風景 —— 「不幸」という名のメッセージを読み解く
※ここでは私のことを仮に「陰陽師」としておきます。

絡まった糸を解くための実例
私たちは時として、自分自身の人生という舞台の主役でありながら、周囲

との関係が複雑に絡まり、次にどう動けばいいのか全く見えなくなることが
あります。

今回は、家庭や人間関係の行き違いに悩み、「自分はなぜこんなに不幸なの
か」と問いかける五十代の主婦の方と、私（ここでは仮に陰陽師としておき
ます）との対話をご紹介します。

前世の罰ではなく、今世の「宿題」

相談者：「次から次へと問題が起こって……私は前世で何か悪いことでもし
た罰を受けているのでしょうか？」

陰陽師：「そうではありません。
罰が当たっているのではなく、あなたの魂が『今の自分を変えたい』と願

い、気づきのためにこの壁を引き寄せたのです。
もしあなたが頑固なら、その頑固さを手放すための現象が目の前に現れま

す。」

相談者：「私が頑固？ むしろ人の言うことを聞く『いい人』だと思うのです
が……。
どうして不幸が続くのか教えてください。」

陰陽師：「あなたは周囲を『自分側の視点』だけで見ていませんか？
相手が変わったと嘆く前に、相手がなぜ変化せざるを得なかったのか、そ

の立場で予想してみてください。
あなたは今、解決のために動くのではなく、『悩むこと自体』に依存して、

心に過度な緊張が続いています。
大切なのは、悩みをどう捉え、どう動くかです。」

コントロールという名の「偽りの愛」
相談者：「私は主人のことも娘のことも心配で、何でもしてあげているんで
す。私がいなければあの人たちは何もできないから。
それなのに周囲は私の悪口を言うなんて……」

陰陽師：「（心の中で：これは耳が塞がっているな……）
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失礼ですが、あなたの中に『嫌い』という本音はありませんか？
友人たちの言葉が嫌なのは、正論で図星を指されているからではありませ

んか？
人に好き嫌いがあるのは当然です。
まず自分の『嫌い』という本音を認めましょう。
そこを隠して『善意』で塗り固めるから、すべてが演技になってしまうの

です。」

相談者：「……言われてみれば、いつの間にか嫌いになっていました。」

陰陽師：「ご主人を信じず、先回りして指図していませんでしたか？
あなたのその不信感が、彼のやる気を奪い、依存心を育ててしまった。
彼があなたの居場所をしつこく探るのは、あなたに支配され続けた結果、

一人でいるのが不安で仕方ないからです。」

自分を変える「勇気」と、合わせる「優しさ」
相談者：「（ハッとして）確かになんでも指図していました。
失敗しました……。」

陰陽師：「いいえ、失敗ではありません。
『気づき』です。魂の計画通りですよ。

さあ、整理しましょう。
相手があなたに何を伝えたがっていたのか。
何を求めていたのか。
できないことを嘆くのではなく、できることを一つずつ取り出していくの

です。」

相談者：「でも、自分を変えるのはなんだか悔しい。
相手が変わってほしい。」

陰陽師：「その気持ちもわかります。
でも今、あなたは『自己変革の勇気』を試されているのです。
相手を決めてかからず、まずは相手に合わせてあげる『優しさ』を持って

みてください。
動きながら考えていけば、必ず光明が見えてきます。」

伝わらないことを前提に、心を届ける

最後に、私は彼女にこう伝えました。
「気持ちをわかってほしいという感情だけでは、相手には伝わりません。
そもそも『心は簡単には伝わらないもの』という前提に立ち、事実を正し
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く伝える努力をしましょう。
伝えるというのは、本当に難しいことなのです。
私も今、あなたに伝えるのにずいぶん苦労しているのですよ（笑）」

彼女は笑って、「がんばって解決していきたい」と晴れやかな顔で帰って行
かれました。
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第四章「行動できない？人の考察の章」

相手に伝える工夫 —「いざ」という時に自分を助ける日常の心得

押してもダメなら、一度引いてみる
伝えたい想いがあるのに言葉にならない時、私たちはつい無理に言葉を絞

り出したり、勢いで押し切ろうとしたりしてしまいます。
しかし、コミュニケーションにおいて「押し続けること」が正解であると

は限りません。

「難しいな」と感じたら、少し時間を置いてみませんか？
無理に話そうとする手を止めて、自分のやり方を静かに振り返る時間は、

相手に言葉を届けるために何より大切なプロセスなのです。

伝える力を削ぐ「8つの悪い癖」
相手に届かない原因は、案外、無意識の「話し方の癖」に潜んでいます。

次の8つのポイントを確認してみましょう。

①同じことを何度も繰り返していないか？
（執拗さは心のシャッターを下ろさせます）

②損得勘定を混ぜていないか？
（打算は相手の警戒心を強めます）

③相手を置き去りにして「自分の話」になっていないか？
（独りよがりな言葉は届きません）

④「相手は何も知らない」という前提で話しているか？
（説明不足は誤解の元です）

⑤対話を通じて「勝ち取ろう」としていないか？
（議論の勝敗は関係の敗北を招きます）

⑥早口になっていないか？
（速すぎる言葉は、相手の理解を追い越してしまいます）

⑦言葉の中に、相手を傷つける毒が混ざっていないか？
（トゲのある言葉は反発しか生みません）
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⑧中身を整理してから話し始めているか？
（支離滅裂な話は相手を疲れさせます）

とっさの時に出るのは「日常の自分」
なぜ、これほどまでに日常の注意が大切なのでしょうか。
それは、いざという緊迫した場面において、頭で用意した「借り物の言葉」

はほとんど役に立たないからです。

極度の緊張にさらされた「とっさの時」に現れるのは、あなたが日頃から
無意識に行っている仕草や、言葉の癖そのものです。
日頃から自分を観察し、悪い癖を修正し続けている人だけが、重要な局面

で自分を上手にコントロールできるのです。

「心得」は本番のためにある
「心得」とは、ただ知識として持っておくものではありません。
「いざ」という時のために、日々の生活の中で何度も反復し、体に染み込

ませておくものです。

より創造的で、より良い人生を歩みたいと願うなら、退屈な日常をただ漫
然と過ごしている暇などありません。
目の前の相手との何気ないやり取り一つひとつが、あなたの「伝える力」

を磨くための貴重な訓練の場なのです。

チャンスを広げるのは「修正」の勇気
あなたが何かを成し遂げたいと思っても、それを誰かに伝えることができ

なければ、計画は形になりません。
今すぐ新しいことを始めるよりも、まずはこれまでの自分を振り返り、言

葉の癖を一つひとつ修正していくこと。

その地道な工夫こそが、
あなたの人生に新しいチャ
ンスを運び込み、可能性を
大きく広げてくれるのです。
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「動けない自分」を卒業するための13の処方箋

結果への執着を手放す

1）結果ばかり気にして、過程を考えられない
「取らぬ狸の皮算用」に終始しては、足元の一歩がおろそかになります。
結果という遠い場所を見つめすぎず、まずは「次の一歩」だけに集中しま

しょう。

2）目標までの手順がわからない
闇雲に進まず、一度立ち止まって「何ができないのか」を整理しましょう。
成功事例を調べ、物事の「核（本質）」を見つけたら、あとはあなたらし

い個性を肉付けしていくだけです。

経験と向き合い、自分を許す

3）「簡単そう」と始めたが、難しくて挫折した
玄人の手つきは熟達しているから簡単に言えるのです。
自分にはできないという「大切な経験」をした自分を褒めてあげてくださ

い。
「石の上にも三年」の心意気で向き合うとき、新たな才能が開花します。

4）「悲劇の主人公」になってしまっている
今の不調は、あなたの「限界」を知るための貴重な材料です。技術が未熟

なら、根気や忍耐という精神力でカバーすればいい。
天はあなたを成長させるために、あえてその試練を与えているのです。

5）謝ること、許すことができない
実は、相談の中で最も多いのが「許せないから動けない」というケースで

す。
過去のわだかまりに縛られるのは、人生の停止を意味します。謝ること、

許すことも立派な「行動」の一つ。
それだけで足取りは驚くほど軽くなります。

他者との関係を再構築する
6）人との違いを「嫌なこと」と感じる
個性の違いは当然のものです。
嫌だと感情をぶつける前に、相手を理解する努力をしてみましょう。
違いがあるからこそ役割分担ができ、一人では成し遂げられないことも可
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能になります。

7）一生懸命なのに、誰にも認められず辛い
「人のため」という言葉の裏に、「認めてほしい」という打算はありませ

んか？
打算は相手に見透かされます。まずは「自分のため」に精一杯生きること。

その純粋な姿勢が、結果として他者の心を打ちます。

8）周りから煙たがられ、協力関係が築けない
謙虚さを忘れていませんか？
傲慢さや蔑みの心は、言葉にせずとも相手に伝わります。自分の心の中

に潜む「お天道様」に恥じないよう、内面を静かに見つめ直してみましょう。

未来や過去の幻影を捨てる
9）失敗するイメージが先に来て勇気が出ない
未来の失敗を先取りして悩むのは時間の無駄です。
私たちは未来ではなく「今」という時に生きています。
古の人が説いた「中今（なかいま）」の心で、今日という日に全力を尽く

しましょう。

10）やり方が今の時代に合わず、効率が悪い
「過去の成功体験」にすがって楽をしようとしていませんか？
時代は刻一刻と変化しています。
昨日の手法を捨て、日々新しく生まれる太陽のような気持ちで、今の状況

に最適な手段を選び取りましょう。

足元にある豊かさに気づく
11）マンネリでやる気が起きない
平凡な日常は、実は平和でありがたいものです。
同じことの繰り返しに見えても、世界は日々うつろい、足元には小さな花

が咲いています。
その繊細な変化を感じ取る「忍耐」もまた、魂の学びです。

12）小さなことにこだわって止まってしまう
部分的な作業に没頭しすぎて、全体の目的を見失っていませんか？
全体の遂行にこだわりを持ち、詰まったときは別の場所から手をつけてみ

ましょう。
人に対しても、欠点だけでなく「全体像」を見るように努めてください。

13）「お金や物がない」と言い訳してしまう
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「不足を常と思えば不足なし」。成功者は皆、手持ちの道具とアイデアで道
を切り拓いてきました。
無いものを嘆くより、今あるもので何ができるか知恵を絞る。
その工夫こそが成功の種になります。

軽やかに歩み出すために
なかなか行動できないのは、あなたが決して怠けているからではありませ

ん。
ただ、真面目すぎるがゆえに視野が狭まり、重い荷物を背負いすぎている

だけなのです。

ここに挙げた13のヒントは、あなたが自分を「多面的に観察」し、動きや
すい心に整えるための地図です。
全部を一度に解決しようとしなくて構いません。
どれか一つ、今の自分の心に響く言葉を選んで、今日一日の指針にしてみ

てください。

「人生は即席のものではありません。
自分を変化させる勇気を持ち、ゆっくり、でも着実に行動していきましょ

う。」

振り返りのヒント
この13項目の中で、あなたの足を止めていた「一番大きな重石」はどれでし
たか？
「まずは、できない自分を潔く認めること」 そこから、あなたの本当の

逆転劇が始まります。
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相談の風景 —「中今（なかいま）」を生き、経験を教訓に変える
※ここでは仮に私のことを陰陽師と表記しています。

救いを未来に預けてしまった孤独
相談者は52歳の男性。独身で、漠然とした不安から自殺未遂を経験し、「人

生の意義が見えない」と苦しんでいました。

彼はある教えを信じていました。
「前世のカルマ（罪）を償えば、いつか救いがある」という考えです。
一見、希望があるように思えますが、実はここに「人生が見えなくなる」

大きな落とし穴が隠されていました。

未来への逃避と「今」の欠落
陰陽師：「罪を償うために人生があるわけではありません。
もし前世があったとしても、今の経験は『同じ過ちを繰り返さない』ため

の魂の気づきです。
あなたは未来に『自動的な救い』があると思い込み、今の努力や忍耐を疎

かにしていませんか？
衝動買いや落ち着きのなさは、そのギャップから生まれるジレンマの表れ

ですよ。」

相談者：「救われるはずなのに、いつまで経っても救いがない……。詳しく
聞かせてください。」

陰陽師：「未来とは『今』という瞬間の連続です。
今を大切に生きることを、古来より『中今（なかいま）』と呼びます。
いつか来る救いを夢見て今を流す生き方は、忍耐や思案という『生きる力』

を弱めてしまいます。
未来ばかりを見て、足元の今が空っぽになっていたのではないでしょう

か。」

寂しさを紛らわせる「死に金」
相談者：「休みはパチンコや派手な買い物に使います。寂しさがあるのかも
しれません。」

陰陽師：「寂しさから逃げるために浪費し、自分に嘘をつき続けるのは心が
疲弊します。
どんなに惨めでも、まずは本当の自分を認めることです。
自分を認めれば、初めて『自分を養うための努力』が始まります。
お金には、命を輝かせる『生き金』と、虚しさを埋めるだけの『死に金』

があります。
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寂しさを紛らわせるために使うお金は、あなたの人生をより見えにくくさ
せているのです。」

失敗を「教訓」という資産に変える
相談者：「私は人生に失敗したのですね……。」

陰陽師：「いいえ、失敗ではありません。
あなたは『未来の救いを信じることの無意味さ』と、『今を生きる大切さ』

を学ぶための、尊い経験をしたのです。
その代償として失った時間は大きいかもしれませんが、それを教訓に変え

ればいい。
教訓を抽出する作業を始めましょう。」

相談者：「どうすれば教訓に変えられますか？」

陰陽師：「『かえりみて省く』ことです。
日記のように出来事や感情を書き、自分と対話してください。
カッコをつけず、怒りも情けなさも素直に書く。
自分がどんな人間かを知るほどに、新しい道の分岐が見えてくるはずで

す。」

選ぶのは、あなた自身
最後に、私は彼にこう問いかけました。
「自分に納得できる人生を選ぶのか、寂しさを紛らわせる遊びの中で彷徨い
続けるのか。
それを選ぶのは、他の誰でもないあなた自身です。」

彼は「頑張ってみます」と、心に小さな種火を灯して電話を終えられました。
人生の道には、あなたが気づいていないだけで、無数の分岐点があります。
その一つひとつが、あなたの希望へと繋がっているのです。

振り返りのヒント
「いつか良くなるはず」と、今の苦しさから目を逸らしていませんか？

もし人生が見えなくなったら、まず
は「今、自分ができる小さな一歩」
だけを見つめてください。
未来の大きな救いを待つよりも、

今日の自分を少しだけ丁寧に扱うこ
と。
それが、霧を晴らす唯一の道です。
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相談の風景 —— 背伸びを止め、内なる「焦り」を制する
※ここでは仮に私のことを陰陽師と表記しています。

焦燥感に追われる日々
相談者は44歳の女性。
店舗経営を支えつつ、複数の副業に手を広げていますが、どれも目立った

成果が出ません。
家庭では夫との冷え切った関係や子供たちの反抗に悩み、遠距離の恋人と

の未来だけを心の支えに、今の生活から「一刻も早く脱出したい」と焦って
いました。

彼女の「うまくいかない」という訴えの裏には、現実を直視できない苦し
みと、自分を大きく見せようとする無理が隠されていました。

利益を追う心が「信頼」を遠ざける
陰陽師：「副業が半年から一年ほどで次々と変わっているようですね。
ネットワークビジネスにせよ商売にせよ、本質は『人との信頼関係』です。

信頼を築くには時間がかかるものですが、あなたはなぜそんなに急いでおら
れるのですか？」

相談者：「早く自立して、今の家を出たいんです。
愛している人はお金持ちで立派な方だから、私も見合うようになりたくて

……。」

陰陽師：「背伸びをしたお付き合いは、いつか必ず無理が生じます。
天が今、あなたに副業をうまく運ばせないようにしているのは、『一度冷

静になりなさい』というたしなめかもしれませんよ。」

壁の正体は「自分自身の傲慢さ」
相談者：「言われることは分かります。でも、なぜここまでうまくいかない
のでしょうか？」

陰陽師：「一つのことを極めようとすれば、必ず『限界の壁』にぶつかりま
す。
その壁を乗り越えるには、自分と格闘し、自分を制する必要があります。
今のあなたの前に立ちはだかっている壁は、あなた自身の『焦り』や『忍

耐のなさ』、そして『傲慢さ』です。
利益ばかりを先に考えて動けば、人は敏感にそれを察知して心を閉ざしま

す。
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うまくいかない原因は外にあるのではなく、あなたの内側にあるのではな
いでしょうか。」

子供という「鏡」に映る姿
相談者：「子供たちが言うことを聞かないのも、私の内面と関係があります
か？」

陰陽師：「子供は親の背中を驚くほど敏感に見ています。
自信を失い、背伸びをして焦っている母親の姿に、彼らなりに何かを感じ

取っているのでしょう。
あなたが自分自身に嘘をつかず、地に足をつけた生き方を始めたとき、子

供たちとの関係もまた、変わり始めるはずです。」

未来を設計し直す勇気
最後に、私は彼女にこう伝えました。
「もう一度、未来の姿を設計し直してみてください。
誰かのため、あるいは誰かに見せるためではなく、自分に合った等身大の

形を模索することです。」

彼女は「自分が焦っていたことが見えてきた」と、少し落ち着いた表情で
席を立たれました。
人生の峠で試されているのは、あなたが「本当の自分」で生きる覚悟があ

るかどうか。その問いに誠実に答えることが、停滞を打破する唯一の鍵なの
です。

振り返りのヒント
「早く結果を出したい」「今の環境から逃げ出したい」という焦りが、か

えってあなたを今の場所に縛り付けてはいませんか？
「今の自分の歩幅」で歩くことを認めたとき、不思議と周囲の助けやチャ

ンスが巡り始めるものです。

今日は一度、目標のハード
ルを下げて、目の前の一人、
目の前の一つの仕事に「誠実
さ」を注いでみませんか。
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第五章 「運命のしくみの章」

運命とは、自意識の角をとる「川の流れ」

私たちは「あきらめの悪い」生き物
人生は、まるで険しい峠がどこまでも続く道のようです。
「もっと楽に歩けたらいいのに」と誰もが思いますが、現実はなかなかそ

うはいきません。

けれど、人は驚くほど「あきらめの悪い」生き物です。
逆境に立たされるたびに、どうにかして乗り越えようと思案し、耐性を身

につけ、再び立ち上がります。
その「なぜ？」と問い、考え続ける力こそが、人間が持つ尊い生命力の証

なのです。

悩みの正体を「消去法」で解き明かす
「どうしてうまくいかないのか」という迷路にはまったら、一度、消去法で
原因を整理してみましょう。

それは、抗えない自然災害のせいですか？

あるいは、誰か（宇宙人？）の妨害ですか？

それとも、政治や時代のせいでしょうか？

そうして該当しないものを消していくと、最後に残る正体は、たいてい「人
との付き合い（人間関係）」に行き当たります。

予測不能な「人ごみ」の中で生きる
私たちが生きる社会という「人ごみ」には、いくつかの特徴があります。

人は自由意志を持ち、規格外の判断をする。

人は新しいものに警戒し、主観で物事を見る。

人は複雑さを避け、楽な方へ流れようとする。

人は集団の意識に飲み込まれ、抜け出すのが難しい。
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こうした予測不能な人々の中で生きる私たちは、一体何を学んでいるので
しょうか。それは、鋭すぎる自意識を和らげ、他者と調和するための「柔ら
かい知恵」なのかもしれません。

川の流れが「丸い石」を創るように

人の世を、一本の川に例えてみましょう。
源流にある石は、どれも角が尖り、ゴツゴツと荒々しい形をしています。
しかし、雨が降り、増水するたびに、石たちは激しい流れの中で転がり始

めます。

石と石がぶつかり、水と摩擦し、何度も何度も削られながら下流へと運ば
れていく。
そうして長い時間をかけて「母なる海」に辿り着いたとき、石は角が取れ、

滑らかで丸い姿へと変わっています。

私たち人間も同じです。ぶつかり合い、揉まれる経験は、決してあなたを
削り取るだけの苦行ではありません。
それは、源流の荒々しさから卒業し、豊かな海に受け入れられるための「丸

くなる修行」なのです。

どちらの勇気も、等しく尊い
「丸くなるのは負けだ」と感じる人もいるでしょう。
でも、一体誰に負けたというのでしょうか？ 特定の誰かではなく、ただ

頑なだった過去の自分を卒業しただけのことです。

自分を貫き、「変えない」という勇気。

流れを受け入れ、「変わる」という勇気。

どちらが正しいというわけではありません。
大切なのは、あなたが懸命に考え、悩み抜いた末に「自分で決断した」と

いう事実です。

あなたが選んだ道ならば、それは間違いなくあなたの人生を輝かせる一歩
です。 さあ、胸を張って、次の一歩を進んでいきましょう。
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振り返りのヒント

いま、あなたが誰かとぶつかって「痛い」と感じているなら、それはあな
たが今まさに、より美しく磨かれている最中なのかもしれません。
「この摩擦が、自分のどの角を削ってくれているのだろう？」 そんな風

に少しだけ視点を変えて、今日の自分を観察してみませんか。
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言葉に宿る運気の正体 —— 魂と合致した「正直な言葉」を放つ

1. 楽しさを追いかけながら、不平をこぼす人

特徴： 表面的には遊びや恋愛の話で盛り上がりますが、よく聞くと身近な
人の愚痴や、嫉妬による悪口が混ざっています。

傾向： 小さな困難に弱く、予想外の出来事で人生の歯車を狂わせがちです。

処方箋： 楽しいことだけでなく、あえて「少し苦手な分野」に挑戦し、自
分の器を広げる努力をしてみましょう。

2. 哀愁に囚われ、過去を周回する人

特徴： 過去の栄光や苦労話が多く、自分の意見を延々と語りたがります。

傾向： 無自覚な寂しさが根底にあり、同じ話を繰り返して周囲を疲れさせ
てしまいます。「今」を見ていないため、人との距離が開きがちです。

処方箋： 寂しさは誰にでもあるものだと認め、自分を許しましょう。会話
の際は「今、自分は何を話しているか」を客観的に意識してみてください。

3. 自分勝手な「一方通行」の人

特徴： 早口で相手を圧倒し、自分が満足するまで話し続け、人の話を聞き
ません。

傾向： 話の範囲が狭く、想定外の反論や突発的なトラブルに非常に脆い一
面があります。

処方箋： まずは「対話のキャッチボール」を意識しましょう。相手の意見
が自分の中を行き来する余裕を持つことから始めてください。

4. 誰かの背中に隠れて、自分を守る人

特徴： 自分の意見を持たず、強いものに同調して「いい子」を演じます。
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傾向： 自信のなさを過剰な自己防衛で隠しており、保身のために周囲の足
を引っ張ってしまうことがあります。

処方箋： どんなに小さくても、自分の感じていることを言葉にする勇気を
持ってください。言葉の交換こそが本当のコミュニケーションです。

5. 倦怠と刹那に溺れる人
特徴： 「めんどくさい」が口癖で、刹那的な遊びや「すぐに成果が出る」
という甘い話に飛びつきがちです。

傾向： 人との縁を大切にしないため、せっかくのチャンスを逃してしまい
ます。

処方箋： その場限りの遊びに見切りをつけ、見栄を張ることの虚しさを考
えてみましょう。

6. 深刻なふりをして、核心を避ける人

特徴： いかにも深刻そうに悩みますが、実は「どこを努力すべきか」を知
りながら、そこから目を逸らしています。

傾向： 知っていて取り組まないため、いつまでも問題が解決しません。

処方箋： あなたが本当は気づいている「その問題」に、真正面から取り組
んでください。着手するだけで、心には大きな安心感が宿ります。

5. 言葉は「心」と合致しているか

不幸な人の口からは、やはり不幸な言葉がこぼれます。
一方で、運気の良い人は「感謝」の言葉が自然と出ます。
ただし、形だけの「ありがとう」を連呼すれば良いわけではありません。
本当の意味で人格に優れた人は、普通の会話の中に、温かな意思や深い思

いやりを滲ませています。

自分をよく見せようとする「作為的な言葉」や、自分の言葉に酔いしれる「利
己的な言葉」は、相手の心に違和感を残します。
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6. お天道様が見ている「正直さ」

昔の人は、自分の中にある良心のことを「お天道様が見ている」と言いま
した。
あなたの発する言葉は、あなたの心と一致していますか？ 素直で、清ら

かで、正直な言葉でしょうか。

無理に運を掴もうと躍起になるよりも、正直で、清浄で、暖かい心を持つ
こと。
神々は、そんな人の歩みをそっと後押ししてくれるものです。

振り返りのヒント
今日一日、あなたが口にした言葉を思い出してみてください。
「その言葉は、あなたの心と仲良く並んでいましたか？」 もし、心にも

ないことを言ったり、自分を偽る言葉を使ったりしたなら、明日は少しだけ
「正直な言葉」を増やしてみましょう。
それだけで、運気の風向きは変わり始めます。
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運命の半分は「自己責任」という名の勇気

向かい風の中で出会う「縁」の正体
運命の模索期にあり、精神的に追い詰められているとき、いつも温かいは

ずの家族すら冷たく感じられることがあります。
そんな孤独の中で差し伸べられた「新しい縁」は、まるで救いの神のよう

に見えるかもしれません。

しかし、少しだけ立ち止まってください。
自分の運気が下がっているときに出会う縁には、慎重な吟味が必要です。
運命は、追い風のときも向かい風のときも、常にあなたを試しています。
それは、あなたに「より完成された人格」や「秘められた才能」を開花さ

せるための、魂のトレーニング期間なのです。

困難の中でしか身につかない「力量」
運気を向上させる秘訣は、単に目の前の問題を器用にかわすことではあり

ません。
あまりに上手にかわし続けていると、いざという正念場で、壁を乗り越え

るための「力量」が足りなくなってしまいます。

ここでいう力量とは、困難の渦中で磨かれる「直感」、人の心の機微を読
み取る「洞察力」、そして他者の心の波長に寄り添う「共鳴力」のことです。
無謀である必要はありませんが、損得よりも「人の心を大切にする道」を

自らの足で歩むことで、これらの力は養われます。

進むさなかに問われる「5つの自問」
決断し、歩み始めたあなたには、道中でいくつもの問いが投げかけられま

す。

①「あなたは、常に公平であったか？」

②「口を動かすよりも、耳を大切にしたか？」

③「指図するよりも、自ら率先して動いたか？」

④「責任を誰かに押し付けようとしなかったか？」

⑤「あなたは、あなたであり続けたか？」
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この自問自答を繰り返すさなかで、あなたの心遣いが試され、本物の人間力
が形作られていくのです。

静寂の中で「未来」を体感する
重要な決断に迷ったときは、一度活動を止め、「動」から「静」へと入り

ましょう。
そして、未来の情景を細部までイメージしてみてください。
人々の息遣い、交わされる言葉のトーン、その場の空気感……。
イメージと体感が重なるほど鮮明に想像することは、未来を予測する手が

かりになるだけでなく、望む事象を引き寄せる力にもなります。

「今」とは、過去が死に、新しい自分が生まれ変わる連続の瞬間です。
未来を予測しつつ、今この瞬間に全力を注ぐことが、運命を切り拓く鍵と

なります。

半分は環境、半分は「あなたの決断」
昔の人は、運命に対して自己責任を全うする人を「塩気の効いた奴」と呼

んだそうです。
突拍子もないことは言わず、困難に淡々と向き合うその姿は、周囲に深い

安心感を与えます。

人生で起きる出来事の半分は、環境や他人の思惑といった、自分ではコン
トロールできない要素かもしれません。しかし、残りの半分は、**「あなた
がどう選び、どう決断するか」**というあなたの責任です。

この「半分の責任」を引き受ける覚悟が、あなたの観察眼を鋭くし、人徳
（人間力）を育てます。
自分という内的世界は、想像以上に広大で深いものです。その深さを知っ

たとき、あなたは自分だけでなく、他者の生命の尊さをも実感し、より豊か
な人生を歩み始めることができるでしょう。
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振り返りのヒント
いま、あなたの目の前にある困難を「運命の半分」だと受け入れてみてく

ださい。
そして、「残りの半分、自分はどう振る舞いたいか？」と自分に問いかけ

てみましょう。
その答えを選び取った瞬間、あなたは運命に翻弄される側から、自ら運命

を創り出す側へと立ち位置が変わります。
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人生の可能性と決断の逆三角形 —— 運命を自ら選び取るために

人生という無数の分岐点
人生とは、絶え間なく続く「分岐点」の連続です。
私たちは日々の暮らしの中で、意識的あるいは無意識的に膨大な判断と決

断を繰り返しています。
自分の運命がどこへ向かおうとしているのか、そのすべてを見通せる人は

いません。
しかし、どの道を選ぶかは、常にあなた自身の「意志」に委ねられている

のです。

多くの相談を受ける中で感じるのは、自分の運命に対する決断を、どこか
他人事のように投げ出してしまう人が多いということです。
決断を投げ出すことも一つの選択ではありますが、自ら手放した運命が微

笑んでくれることはありません。
楽な道ばかりを選び続けると、後になってより厳しい運命が回ってくるこ

ともあります。

大切なのは、どちらの道が自分を成長させてくれるのかを見極めることで
す。
そのためには、過去の出来事を整理し、自分なりの理解を深めておく必要

があります。

決断の逆三角形：可能性を広げる仕組み
人生における一つの決断が、どのようにその後の可能性を広げていくのかを
図式化したものが「決断の逆三角形」です。

(5章-「人生の可能性と決断の逆三角形」)
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決断始点: 友人選びのような日常の小さなことから、就職・転職・結婚とい
った大きな転機、さらには日々の他者へのいたわりといった行動まですべて
が含まれます。

可能性の広がり: 一つの決断を下した瞬間から、次の決断までの間に逆三角
形は成長していきます。

要素の掛け合わせ: 決断の「角度」を決めるのは、あなたの人間性・度量・
視野・縁・運気といった内面的な要素です。
これらに努力・時間・忍耐という養分が掛け合わされることで、上部の「運

命の選択範囲」が決定されます。

どこへ、どう歩むか
私たちの人生は、この逆三角形が幾重にも連なり、積み重なっていくプロ

セスです。

出生始点: 魂が両親を選んでこの世に生を受けた瞬間が、最初の逆三角形
の始まりです。

自由という権利: 目標を持って突き進むことも、特に目的を持たずに時間
を進めることもできる。それが人間に与えられた「自由」という名の権利で
す。

大切なのは「歩み方」: どこに辿り着くかよりも、どの道をどのような心
持ちで通っていくのか。そのプロセスにこそ、人生の本質が宿っています。

自己研鑽が運命の幅を変える
なぜ、読書をしたり、自分を振り返ったり、誰かの話を聞いたりといった
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「自己投資」が必要なのでしょうか。
これらの学びはすぐに見返りがあるわけではありませんが、未来の自分を

変えるための貴重な材料となります。

学びを体験と照らし合わせ、「かえりみてはぶく（内省する）」ことを繰り
返すと、視野が広がり、度量や見識が深まります。
人間性が豊かになれば、自ずと「縁」という力も強まっていきます。

自分を磨いている人: 三角形の底辺の角度が大きく、幅の広い逆三角形を描
きます。同じ時間を過ごしても、次の分岐点で選べる選択肢（運命の選択範
囲）が格段に広がります。

漠然と生きている人: 始点の角度が小さく、縦長の二等辺三角形になります。
どれだけ時間が過ぎても、選べる選択肢の幅はなかなか大きくなりません。

未来の可能性を育てる
人生には、模索する時期と進展する時期が交互に訪れます。

この「決断の逆三角形」の考え方を心の片隅に置いておいてください。
自己研鑽や日々の努力は、次なる分岐点に立ったとき、あなたがより自由

で豊かな選択をするための「準備」なのです。

あなたの今の積み重ねが、未来の逆三角形の幅を広げ、より素晴らしい運
命へとあなたを導いてくれるはずです。
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オーラ（雰囲気）の美しさUPの秘訣 —— 魂と心が奏でる光

オーラとは「嘘のつけない雰囲気」

「あの人は雰囲気がキレイ」「なんだかネチャネチャして近寄りがたい」…
…。
私たちは日常生活の中で、相手の目に見えない部分を無意識に感じ取り、

判断の基準にしています。
この「目に見えない感覚的な正体」こそが、ここでお話しするオーラの本

質です。

オーラとは、あなたの心が微細な光の色となって内側から発せられている、
いわば「見えない衣」であり、嘘のつけない存在証明なのです。

素敵な人が放つ「光」の共通点

経営者やクリエイティブな仕事で活躍されている「素敵な方々」は、目に
見える技術だけでなく、感覚でしか掴めない部分をとても大切にされていま
す。
彼らに共通する特徴をいくつか挙げてみましょう。

・気遣いが細やかである

・見識が広く、感情が豊かである

・常識を持ちつつ、夢を見る心を忘れない

・人の立場に立って考えることができる

・目に見えない潜在的なものへの理解があり、努力を欠かさない

こうした要素が心の余裕となり、その人の「素敵な雰囲気」を作り出してい
るのです。



- 70 -

オーラは「心の色」そのもの
オーラの色は、あなたの今の心の状態を正直に映し出します。

・灰色：物事を投げ出したり、怠けたりしている状態

・赤色：情熱にあふれ、熱気がこもっている状態

・新緑色：優しく、中性的で穏やかな状態

・黄色：知性的で、頭脳が冴えている状態

・紫色：高貴な知恵や、伝統的な精神性を宿している状態

・透明：素直で、清々しい心の状態

言葉と心の「ズレ」がオーラを濁らせる

「感謝の言葉を言えば運が向く」と聞いて、心で思ってもいないのに言葉
だけを連呼していませんか？ 魂は、あなたの本心をすべて見ています。

「魔」がさす瞬間：心と行動が一致していないとき、言葉と心の隙間に「魔」
が入り込み、オーラは急激に濁ってしまいます。

魂の自浄作用：濁ったオーラは周囲を不快にさせ、人を遠ざけます。
これは、魂があなたに「反省」を促すために、あえてチャンスや縁を遅ら

せている状態なのです。

器の法則：幸運を受け取るには、相応の「器」が必要です。
努力や忍耐を積み重ねることで器は大きくなりますが、器以上の幸運を無

理に呼び込もうとすると、運命の足取りは重くなってしまいます。

自分から「行う」心がオーラを磨く

美しいオーラを獲得する最短の道は、自分の「怠惰な心」と向き合い、格
闘する工夫の中にあります。

同じ仕事や家事でも、「言われたからする」のと「自分から進んで行う」
のでは、心の輝きは全く異なります。誰も見ていない場所での努力こそが、
あなたの内側にある「小宇宙」を充実させ、オーラを純粋なものへと変えて
いくのです。
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「正直・清浄」をあなたのバロメーターにしてください。それは誰にも真
似できない、あなただけの輝かしい精神的財産となるはずです。

振り返りのヒント
次に鏡を見る時、あるいは誰かと接する時、自分の「心の色」は何色だろう
かと想像してみてください。
「もし今の自分の雰囲気を言葉にするなら？」 そう問いかける習慣が、

あなたの内側を整え、濁りのない美しいオーラを育むきっかけになります。
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第六章 「運命の法則の章」

運命の流転 —— 変化の本質を知り、心の自由を手にする

運命の法則が教える「真の知恵」
運命の法則を学ぶ意義は、単にうまく生きるためのテクニックを見つける

ことだけではありません。
それは、迷いを断ち切り、考えをまとめ、精神的に確立された人格を築く

ための「奥深い知恵」を得ることにあります。

古来、先人たちは『易経』などの古典を通じて、形のない運命の本質を理
解しようと努めてきました。
それは、運・不運の波に流されず、嫉妬や恨みといった感情から自由にな

るためでした。

物理的な価値を超えた「心の自由」
私たちは、他人の成功を見ては妬み、幸せを見ては嫉妬しがちです。
しかし、運命の本質を深く知る努力は、私たちに「ただ車がある」「ただ

人が歩いている」という、感情に左右されない鮮明な視点を与えてくれます。

成功や失敗、富や貧困といった物理的な価値は、得ては失われる不安定な
ものです。
そうしたものに価値の中心を置くのではなく、今の時間や精神を大切にし、

自分ではどうにもならない出来事に振り回されない「心の自由」を育てまし
ょう。

魂が経験を引き寄せる理由
運命や魂の本質は、常に変動しながら中心に戻ろうとする力が働いていま

す。

魂の形と修復: 魂は本来「丸い形」をしていますが、前世での争いなど、
角ばった行い（▲）をすると、その記憶が刻まれます。

痛みを伴う成長: 魂はその角を取り、再び丸に近づけようとする習性を持
っています。そのために、あえて「痛い経験」を自ら引き寄せ、心を修正し
ようとするのです。

変化の必然性: 別れの辛さを学ぶためには、まず愛する喜びを経験しなけ
ればなりません。これらは誰のせいでもなく、魂が成長のために必要とした
経験なのです。
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冷たい流れが育む「大きな役割」
世の中で大きな役割を果たす人ほど、幼少期や若い頃の運命が冷たく、激

しい流れになることが多いようです。

それは、その人が役割を果たすための力を最初から持っているわけではな
いからです。
冷たい運命の流れに鍛えられ、忍耐と努力によって磨かれることで、初め

てその役割にふさわしい「人間力」が備わります。

移り変わる世界の奥にあるもの
運命は絶えず変化します。
今が良くてもずっと続くわけではなく、また今が不幸であってもそれが永

遠に続くこともありません。

物理的な世界の移り変わりを通して、その奥にある「運命の本質」を見通
す眼を養ってください。
人との違いに振り回されず、自分自身の精神を研鑽し続けることで、あな

たは真に自由な人生を歩み出すことができるでしょう。

振り返りのヒント
いま、あなたが抱えている状況が、どのような「変化の途中」にあるのか

想像してみてください。
「この経験を通じて、私の魂はどの角を削ろうとしているのだろう？」 そ
う問いかけることが、苦しみから抜け出し、自分を磨く力へと変える第一歩
になります。
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運命は太陽と気温の運行に似ている ——「時間差」を知る知恵

「あと少し」を耐え抜く力
人生の失敗談を紐解くと、「いいところまで行っていたのに、あと一歩で

踏みとどまれなかった」というケースが驚くほど多くあります。
18〜19世紀の英雄ナポレオンは、「最後の5分を耐え抜いた者に勝利はある」

という格言を残しました。
あなたが苦しい時、実は周囲も、あるいは状況そのものも限界まで苦しん

でいます。
その「あと少し」を耐え抜く粘り強さが、運命を切り拓く鍵となります。

困難の時に試される「心の白さ」
困難に直面し、周囲から人が離れていくような状況。その時こそ、あなた

の「決意」と「誠意」が試されています。

誠意を持って当たった人: たとえ人の協力が得られない孤独な状況でも、
誠意を尽くすことでその後の運命は好転します。

逃げ出してしまった人: 投げ出した瞬間に、その後の運命の道筋は大きく
変わってしまいます。
失敗や試練は、自分の心の潔白さや誠実さを試される、魂のテストのよう

なものなのです。

運気は「温かい場所」に集まる
相談現場での経験則から言えるのは、運気には明確な傾向があるというこ

とです。

上昇する運気: 温かい心を持つ人、温かな人間関係、活気ある場所には、
運気を上昇させる力が宿ります。

下降する運気: 人の恨みを買っていたり、不誠実で冷たい態度を取り続け
たりすると、次第に運気は下降線を辿ります。 温かい心が上昇気流を生む
ように、日頃の立ち振る舞いがあなたの運気を形作っていくのです。

太陽と気温が教える「峠」の超え方
運命には「最高だと思っている時」や「最低だと思っている時」にこそ、

注意すべき法則があります。
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最高温度の時間差: 太陽が南中（最高点）に達しても、気温が最高になる
のはその少し後です。
運気も同様で、きっかけが起きてから現象として現れるまでには時間差が

あります。

峠はすでに過ぎている: 「今が最高だ（あるいは最低だ）」と実感してい
る時、実は運命の峠はすでに通り過ぎています。
この法則を知っていれば、成功の絶頂で慢心せず、苦難の底で絶望せずに、

次の一手を冷静に判断できるようになります。

永遠に続くものは、何ひとつない
人生は一歩先ではなく、数歩先を見て歩むのが賢明です。
良いことも、悪いことも、すべての現象は永遠には続きません。
ときには「諦めること」が必要な場面もありますが、あらかじめ変化を予

測しておけば、手放す痛みは和らぎ、次のステップへの立ち直りも早くなり
ます。

移り変わる運命をどう渡っていくか。それを決めるのは、他の誰でもない
あなた自身なのです。

振り返りのヒント
いま、あなたが「最高」あるいは「どん底」にいると感じているなら、そ

れはすでに次のステージが始まっているサインかもしれません。
「いまの自分の態度は、温かい上昇気流を生んでいるだろうか？」 そう

問いかけることが、次の一歩をより確かなものにします。
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運命と宿命の調和 —— 中心に戻る力が導く人生の「宿題」

宿命と運命が織りなす「魂の旅」
宿命とは、あなたが生まれる前に天と交わした約束のようなものです。
一方、運命とはその宿命に近づこうとする性質を持ち、魂を運んでいるあ

なた自身の「生きる姿」そのものを指します。
私たちは自由な意志で人生を判断し、生きることを許されていますが、そ

の中で課せられた共通の「宿題」があります。
それは、「運命と宿命を一致させること」。一人の人間として生まれた意味

を、日々の選択の中で見出していく旅なのです。

自己を知る「内的要素」と、出会いを導く「外的要素」
この「宿題」には、二つの側面があります。

内的要素（内なる小宇宙）: 掴みきれない自己や、自分の中にある矛盾を
振り返り、「自分自身を知ろうとする」ことです。
自己のバランスを整え、内面を磨くことが成長の第一歩となります。

外的要素（世界との関わり）: 内面の成長段階に見合う形で、愛する人、
仕事、社会貢献といった「出会い」が用意されます。
成功によって成し遂げられる事績もあれば、失敗の連続によって磨かれた

末に辿り着く場所もあるのです。

失敗は「新しいあなた」への道しるべ
失敗を恐れる必要はありません。
なぜなら、失敗はあなたを磨き上げるための尊い「材料」だからです。
もし行き詰まりを感じているなら、それは「別の方向へ向かいなさい」と

いう運命からの示唆かもしれません。
運命は、失敗を糧に新しく生まれ変わるあなたの登場を、静かに待ってい

るのです。

宿命の引き止める力と「許し」の羅針盤
もし選んだ道が宿命と正反対を向いているとき、宿命は強力な磁石のよう

に、あなたを引き止めようとする力を発揮します。
この荒波を越えて無事に航海を続けるためには、船に積みすぎた「後悔」

や「恨み」を下ろさなければなりません。
自分を許し、相手を許す心の大きさを手に入れたとき、あなたのバランス

力は研ぎ澄まされ、行く先を指し示す羅針盤は正しい方向へと動き始めます。
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自由意志という名の歩み
運命はままならないものと言われますが、あなたには「自由意志」という

素晴らしい力が備わっています。
立ち止まることも、再び立ち上がって歩き出すことも、すべてはあなたの

自由です。運命の荒波に磨かれ、内なる光を強めながら、宿命との調和を目
指して共に歩んでいきましょう。

振り返りのヒント
いま、あなたが「自分らしくない」と感じたり、強い引き止めを感じたりし
ているなら、それは宿命があなたを中心に戻そうとしているサインかもしれ
ません。
「いま、私が船から下ろすべき『心の荷物』は何だろう？」 そう問いか

け、身軽になることで、あなたの運命はより軽やかに宿命の光へと近づいて
いきます。
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第七章 「学びとは何の章」

学びは知識の獲得のみではない—魂の感覚を育てる「智慧」の磨
き方

本棚は「過去の自分」を映し出す鏡
まずは、今のあなたを形作ってきた「情報の傾向」を客観的に見つめてみま
しょう。
書架（本棚）を眺め、以下の項目に当てはまる本の冊数を数えてみてくだ

さい。

雑誌（ 冊） / 漫画（ 冊）

社会・情報系（ 冊） / 精神・心の探求（ 冊）

道徳・倫理（ 冊） / 歴史・先人の知恵（ 冊）

文化・芸術（ 冊） / 物理・化学（ 冊）

エッセイ（ 冊） / 神道・宗教（ 冊）

電子・専門知識（ 冊） / 家庭・生活知識（ 冊）

その他（ 系）（ 冊）

書き出してみると、思わぬ発見があるはずです。
これは自分の「偏り」や「弱点」を知るための多角的なアプローチです。
自分の弱点と向き合うのは勇気がいりますが、これからの自分を左右する

大切な第一歩となります。

知識は「できないことを消す」だけのものか？
知識とは、時として「できないことを削除するための物差し」になりがち

です。
しかし、正論や効率だけで物事を切り捨てる学び方で、本当に豊かな人生

が送れるでしょうか。
知識を頭で覚えるだけで「すべてを理解した」と錯覚することは、非常に

危険な側面も持っています。
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「口伝（くでん）」に学ぶ体験の重み
かつての職人の世界には「口伝」という伝承方法がありました。
例えば、現代の技術をもってしても再現できないほど優れた熱伝導率を持

つ古い釜の鋳造技術。
これらはマニュアルではなく、体験を通した感覚の伝授によって支えられ

ていました。
技術も知識も、理屈を超えた「感覚」で覚えなければ、本当の意味で自分

の血肉にはならないのです。

イメージを伴う「気力」の読書法
本を読む際、ただ文字を追うのではなく、「なぜこの本が書かれたのか」「著

者はどのような背景でこの言葉を紡いだのか」を全力でイメージしてみてく
ださい。
この読み方は非常に気力を消費しますが、ただ流して読む方法とは比較に

ならないほど、あなたの魂の栄養になります。
背景を知ろうとする意欲が、眠っているあなたの第六感、第七感までも呼

び覚ますのです。

感じる力が「気づき」の幅を広げる
学びとは、感覚すべてを育てる工夫そのものです。
単に暗記するのではなく、体の全感覚で学ぶことができれば、あなたの「気

づける幅」は飛躍的に広がります。
人の良さも、悪さも、そして自分の中に眠る可能性も、鮮やかに発見でき

るようになるでしょう。

興亡流転する人の世において、たしかな道しるべは、研ぎ澄まされたあな
た自身の「魂」に他なりません。
天地があなたを無条件で受け入れているように、あなたもまた、自分自身

の学びを丸ごと受け入れ、豊かな精神性を築いていってください。

振り返りのヒント
今日、目にする情報やニュ

ースに対して、「その裏側に
ある人の息遣い」を一度だけ
想像してみませんか？ 頭で
理解する前に、心で感じよう
とすること。その小さな工夫
の積み重ねが、あなたのオー
ラを濁りのない、深い知恵を
湛えたものへと変えていきま
す。
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まねびて学ぶ、思案しておこなう—先人の知恵を「型」として自
分を磨く

模写から始まる「本物」への道
新しいものを生み出すには、膨大な技術の積み重ねが必要です。
絵画の世界では、本業の方ほど徹底した「模写」を大切にすると聞きます。
筆のタッチ、色彩、呼吸……。完璧な模写を通じて先人の技術を一度自分

のものにすることで、初めてそこから自分独自の作風が生まれます。

街で見かける「奇抜なだけの新しさ」に目を奪われる必要はありません。
時代を超えて生き続ける茶器のような、命の躍動を感じさせる「本物」を

目指すには、まず徹底して先人に学ぶ姿勢が欠かせません。

先人の知恵を「体に通す」という体感
自分という人間を作る際にも、同じことが言えます。
伊藤仁斎、中江藤樹、山鹿素行……。
江戸期の学者や先人たちの書を紐解くと、その深淵な知恵に頭が下がる思

いがします。
こうした先人の考え方を、単なる知識ではなく「一度自分の体を通してみ

る」感覚で取り入れてみるのです。

なれない自分を確認する「尺度」
先人をお手本にして自分をなぞってみると、あることに気づきます。
それは「どんなに模倣しても、その人そのものには絶対になれない」とい

う事実です。
この「なれなさ」こそが、あなたと先人の「考え方の違い」であり、あな

たという個性を確認するための貴重な尺度（物差し）となります。

尺度の獲得：複数の先人の考え方を自分に通してみる。

自己の把握：その差を測ることで、自分の小宇宙の輪郭がおぼろげに見え
てくる。

仮の姿の構築：違いを自分の言葉に置き換えていくことで、あなた独自の
スタイルが形作られます。

「まねぶ」ことは謙虚さの証明
「Study（スタディ）」は「Stand（立つ）」ことから始まると言われますが、
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日本の「学ぶ」は「真似（まね）ぶ」から始まります。
「真似るのは格好悪い」というプライドは、自分を成長させるための謙虚

さを奪ってしまいます。
素晴らしいものを素晴らしいと認め、取り入れていく意識こそが、真の自

己研鑽なのです。

遺産を受け継ぎ、次代へ繋ぐ
自分を作る材料として先人の知恵を借りることは、決して恥ずべきことで

はありません。
私たちはみな、先祖の遺産と知恵という巨大な土台の上に立っています。

人の考え方で一時的に自分を満たしても、あなたの魂が決して他人に染ま
ることはありません。
むしろ、先人の業績を心して受け継ぐことで、あなたの独自性はより洗練

され、輝きを増していくでしょう。
勇気を持って、偉大な先人の門を叩いてみてください。

「真似（まね）る」ことは「学ぶ」ことの語源であると言われます。
何もないところから自分だけの正解を探そうとして、奇抜さに走る必要は

ありません。
先人の偉大な知恵や技術を一度自分の中に通し、その「型」をなぞること

で、初めて「自分という器」の形が浮かび上がってくるのです。

振り返りのヒント
あなたが「この人のようになりたい」と思う憧れの人は誰ですか？
「まずは、その人の考え方や行動をそのまま一日だけなぞってみてくださ

い。」
そこで感じた「違和感」や「やりづらさ」こそが、あなただけが持つ特別

な個性の種なのです。
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心の大地の創造 —— 不動の座標を持つ生き方

人生は、私たちが想像するよりもずっと長く、そして驚くほど短いもので
す。
日々、感情の波に翻弄され、熱しやすく冷めやすい心のままに生きていて

は、人生の真の意義を掴み取ることは難しいでしょう。

物語の主人公のようにドラマチックな感情をぶつけ合うことが、現実の解
決策になるとは限りません。
むしろ、私たちが本当に必要としているのは、どんな嵐の中でも変わらず

に存在し続ける「心の大地」を自分の中に創り上げることです。

物語と現実の決定的な違い
映画や物語の中では、キャラクターを際立たせるために極端な感情表現が

用いられます。
主人公は激しく衝突しても、最後には「お約束」のように仲直りできるか

もしれません。
しかし、現実は違います。
一度の感情的な爆発が修復不能な亀裂を生むこともあれば、物語のように

数日でバラ色の成功が手に入ることもありません。
人生の現実は、一つの成功に対し、二つの失敗と三つの困難がつきまとう、

泥臭くも険しい道のりなのです。

なぜ「不動の座標」が必要なのか
成功を手にしても驕らず、困難に直面しても目を逸らさず、失敗しても諦

めない。
こうした強靭な人間性を育むためには、揺れ動く感情の奥底に、「帰るべ

き心の大地」が必要です。
それは、上下左右のない宇宙空間で輝く北極星のように、常に自分の立ち

位置を教えてくれる「不動の座標」です。

困難を前提とする「現実的」な心得
今の世の中は、まだ精神的な発展段階にあります。
誰もが手を取り合い、安心して人生を楽しめる理想郷ではありません。
むしろ「外部からの助けはほとんどない」と覚悟を決めておく方が、現実

的と言えるでしょう。
成功に重心を置くのではなく、失敗や困難をあらかじめ見越した「心の構

え」を整えておく。そうすることで、予期せぬ事態にもくじけない、本物の
精神力が備わるのです。
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心の大地を創る「三つのステップ」
あなたの中に、静かな水鏡のような「心の標準」を創造するために、次の三
つの問いを自分に投げかけてみてください。

「自分を知る」：今の自分の弱さも、偏りも、ありのままに直視すること。

「自分を作る」：先人の知恵を借り、日々の努力によって魂の器を磨くこ
と。

「自分はかくありたいと決める」：誰かに決められた道ではなく、自らの
意志で「自分の在り方」を定義すること。

道標なき人生を、自分の足で歩く
イメージ力や感覚、そして自分を磨き続ける根気が必要です。
しかし、自分で決め、磨き続けた結果として心の底に現れる「自分自身の

基準」は、何ものにも代えがたい一生の財産となります。

道標のない人生という大海原で、あなたが迷ったときにいつでも立ち返る
ことができる「大切な場所」を、その心の中に創造してみてください。

振り返りのヒント
いま、あなたの心の中にある「北極星」は何を指し示していますか？
感情が波立ち、自分がどこにいるか分からなくなったときは、深く呼吸を

して、「私はどう在りたいのか」という原点に立ち返ってください。
その場所こそが、あなたが創り始めた「心の大地」の始まりです。
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第八章 「学び(かえりみて、はぶく)の章」

「外に動けぬなら内に・・・」

人生という長い道のりには、向かい風が強く、どうしても外に向かって動
けない時期があります。
その時間を「ただの停滞」として嘆くのか、それとも「次なる飛躍への準

備期」として育むのか。
その捉え方ひとつで、未来の景色はまったく別のものに変わります。

今、足踏みをしていると感じているあなたへ。
内側を整え、再び土煙を上げて立ち上がるための心の処方箋をお届けしま

す。

「捲土重来」を期す勇気：負けや失敗は恥ではない
古くから、一度敗れた者が再び勢いを盛り返して攻め寄せることを「捲土重
来（けんどちょうらい）」と呼びます。
唐代の詩人・杜牧は、勝敗は専門家ですら予測し得ないものであり、一時

の恥辱に耐え、再起を図ることこそが真の勇気であると詠いました。

また、日本で長く愛される『忠臣蔵』の物語も、実は「負けた側」の物語
です。
大石内蔵助ら四十七士が、屈辱を胸にしまい、耐え忍びながら念願を果た

そうとする姿。
その姿が現代を生きる私たちの心に響くのは、日常生活の苦労や理不尽に

耐えながらも、懸命に前を向こうとする「名もなき挑戦者」たちの姿と重な
るからではないでしょうか。

失敗は終わりではありません。
大切なのは、そこで気持ちを折らず、次なる展開のために淡々と準備を進

めることです。

自分を培う「三つの時間」
外に動けないときは、意識を内側へと向け、自分という土壌を耕す絶好の機
会です。
人生を好転させるために、三つの場面を循環させていきましょう。
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① 知識の時間
新しい道や考え方を知るために、自分に「学び」をプレゼントする時間です。

ポイント： 「信じすぎず、疑いすぎず、まずはフラットな知識として受け
取る」ことが大切です。

② 実生活の時間
仕事、家庭、遊びといった日常全般の時間です。

ポイント： 学んだことの中から「良い」と思ったことを実際に試し、体験
として蓄積していきます。

③ かえりみて「はぶく」時間（対話の時間）
これが最も重要です。一人静かに思案し、得た知識と実体験を融合させる作
業です。

方法： 今日一日を振り返り、心が揺れ動いた出来事や、相手とのすれ違い
を書き出してみましょう。

本質： 活用できる情報を抜き出し、今の自分に合わないものを「省く」。こ
のひっそりとした自分との対話が、あなたを深く培います。

「実行の円環」から成長の螺旋へ
自分を培い、視野が広がってくると、あなたの心の中

で描ける「可能性の大地」が広がっていきます。

実行の円環
「発想」し、「思考・構成」を練り、「だんどり」を整え、
「実行」する。この四つのステップを回していくことが、
一つの円環となります。

螺旋状の成長
自分を磨き続けると、この「実行の円環」が連続し、次第に螺旋（らせん）

を描くように上昇していきます。
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視野の拡大： 円環を回すごとに、かつては狭かった視野が広がり、でき
ることが次第に大きくなっていきます。

磨かれる度量： 図にあるように、自分を磨いている人と漠然と生きてい
る人では、同じ時間を過ごしても「運命の選択範囲」に圧倒的な差が生まれ
ます。

過去を許し、次なるページへ
準備期において最も必要なこと。
それは、自分の至らない部分を認め、修正し、自らの過去を許すことです。

日本には古来「水に流す」という美しい言葉があります。
過去の失敗に執着して自分を責め続けるのではなく、教訓だけを抽出して、

あとは清らかに流してしまいましょう。

「外に動けない」のであれば、「内に深く根を張る」時です。
先人の知恵を色眼鏡なく学び、自分を培い続ければ、あなたの実行の円環

はより大きく、より力強いものへと育っていくはずです。

次の一歩として： まずは今日、10分だけで構いません。
テレビやスマホを消し、静かに神棚の前や落ち着ける場所で「心を静める

時間」を持ってみませんか？
あなたの中にある「実行の円環」が、静かに回り始めるきっかけになるは

ずです。
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「状況の整理」

「なかなか行動に移せない」と悩むとき、その原因はあなたの意志の弱さで
はなく、実は「心の問題」と「状況把握」がうまく噛み合っていないだけか
もしれません。

漠然とした不安を解消し、次の一歩を踏み出すためには、複雑に絡まった
糸を解きほぐす「状況の整理」が必要です。
その具体的な方法を、過去と現在の二つの視点から紐解いていきましょう。

過去を「省（かえり）みて、無駄をはぶく」
私たちは「省」という字を「しょう」と読みますが、訓読みでは「かえりみ
る」と「はぶく」という二つの重要な意味を持ちます。

かえりみる： 自分の過去を振り返り、冷静に考えること。

はぶく： 振り返りの中から見つけた「無駄」や「失敗のパターン」を取り
除くこと。

何度も同じ失敗を繰り返してしまうのは、この「省く」作業を軽視してい
るからかもしれません。
過去の自分のクセを知ることは、同じルートでつまずく危険を回避する、

人として当然の努力といえます。

自己行動診断法
記憶にある「痛い思い出」を一つ取り出し、以下の項目を書き出してみてく
ださい。

失敗の概略： いつ、どこで、誰が、何をしたか。

状況の把握： その時、どのような状況だったか。

登場人物： どのような人が周囲にいたか。

言動の記録： 誰がどのような言葉を発し、行動したか。

紙に書き出すことで、もう一人の自分を客観的に観察できるようになりま
す。
書き終えたら、平等な目で読み返し、「ここがポイントだ」と思う箇所に
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赤丸をつけてみましょう。
そこで得た教訓を「人生のノート」に書き留めることが、新しい自分を創

造する土台となります。

現在を整理し、活路を見出す
状況を整理せずに突き進むのは、的が見えないまま弓を射るようなもので

す。
例えば、乱雑に並んだアルファベット「ＡＤＢＣＡＢＥＣ...」も、整理

して数えればそれぞれの特徴が見えてくるように、人生の出来事も整理する
ことで「やるべき順序」が浮かび上がってきます。

失敗を少なくする「8つのステップ」
現在の状況を整理し、行動へつなげるためのガイドラインです。

①メモを取る： 自分と周囲の状況を書き出す。

②目的を定める： どのようになって欲しいかを考える。

③事実を確認する： 過去の事例や歴史から、似たケースを参考にする。

④想定と模擬仮想： 少なくとも三通りの手段を考え、シミュレーション
する。

⑤思いやり： その目的の意義を、相手の視点も含めて再考する。

⑥計画立案： 具体的な段取りを立てる。

⑦実践： 実際に行動してみる。

⑧反省： 再び「かえりみて、はぶく」。

「段取り」こそが行動の質を変える
昔から「段取り七分」と言われるように、成否の多くは準備段階で決まりま
す。
「なかなか行動できない」というあなたのクセは、裏を返せば「慎重に、相
手のことを考えて動くべき」という天からのメッセージかもしれません。
慎重に歩むことは決して臆病ではなく、弱点があなたの「個性」や「強み」

に変わる可能性を秘めています。
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日頃から状況を整理する習慣がついていれば、いざという瞬間の判断力（直
感）も磨かれます。
まずは「準備をし始めること」から、あなたの新しい歩みが始まります。

次の一歩として： まずは最近の出来事で「心がモヤモヤしたこと」を一つ
選び、「自己行動診断法」の項目に沿ってメモを書いてみませんか？ 客観的
に自分を見つめることで、意外な解決の糸口が見つかるはずです。
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「日々をかえりみること」

誰もがちょっとした努力で始められるけれど、その効果は計り知れない。
そんな「自分を培う」ための堅実な手法をご紹介します。

一見派手な成長体験は、身につかずに通り過ぎてしまうことが多いもので
す。
それよりも、日々の「日記」を自分との対話のスクリーンに変え、自分の

かたちを確かに刻んでいく作業こそが、あなたを内側から変えていきます。

格言書出法：あなた自身の「教科書」を作る

格言とは、物事の要点を短い言葉で表したもの。これを他人の言葉として
受け取るだけでなく、あなた自身の手で自分のためにまとめるのが「格言書
出法」です。

材料を集める： 本の一行、テレビのセリフ、あるいはふとしたひらめき
や観察を、まずはメモに取ります。

清書して蓄積する： 刹那に消えてしまう感受性を紙に留めることで、擬
似的にあなたの「心のかたち」が浮き彫りになります。

自分を知る喜び： 魂はあなたに知ってもらいたいことがあり、うずうず
しています。自分を知ってあげることで、寂しさを他人に埋めてもらう必要
がなくなります。

かっこうをつけず、自由意志であなた
だけの教科書を編んでみましょう。
的確な言葉は、あなたの伝えたいこと

を伝える力になってくれます。
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心神練磨内観法：多角的に自分を診る
「心神（ししん）」とはあなたの良心のこと。
一人の時間に一日を振り返る、孤独ながらも充実した修練の方法です。以

下の四つの柱で出来事を整理してみましょう。

出来事： 何が起きたかを手短に記入します。

自分の感情： 怒り、悔しさ、喜び。自分を正直に取り出し、「どう感じたか」
を書き込みます。

相手の感情： 相手の立場や理由を想像し、「相手はどう感じているか」を予
想します。

良心（心神）の答え： 冷静になり、「本来どう動けばよかったか」という良
心や理想の声を書き出します。

ここで導き出した理想を、すぐに実行できなくても構いません。あせらず、
たゆまず、自分を磨く喜びを噛み締
めてください。
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「かえりみてはぶく」実行サイクル

自分を磨く努力をしている人と、漠然と生きている人とでは、同じ時間の
中でも「運命の選択範囲」に大きな違いが生まれます。
日々のサイクルに以下のステップを取り入れてみましょう。

日常でのメモ： 思いついた時に感じたことを要点メモにしておきます。

一人の時間での工夫：
「今日はどう感じ、どう
考えたのだろう？」と一
日の要点をかえりみま
す。

心を静める： 本を読ん
だり、神棚に手を合わせ
たりして心を落ち着ける
時間を持つことで、次の
「知識の時間」や「実生
活の時間」へと繋がって
いきます。

次の一歩として： まずは、今日心に残った言葉を一つ、裏紙でもスマホの
メモでも良いので書き出してみませんか？ その一言が、あなたという人間
を形作る「角度要素」となり、運命の選択範囲を広げる第一歩になるはずで
す。
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「社会状況の備忘」

日々流れてくるニュースの大半は、時間の経過とともに消え去ってしまい
ます。
しかし、ばらばらの情報のままでは、社会がどこへ向かっているのかを漠

然としか捉えることができません。

これからの時代は、目の前の出来事に一喜一憂するのではなく、社会の変
わりゆく様を想像し、長い視野を持って歩むことが重要です。
社会の潮流を整理しておくことは、未来のトラブルを回避し、新たなチャ

ンスを見つけるための「羅針盤」となります。

社会の流れを「潮流」として捉える
突発的な出来事に目を奪われず、より良い視野を育てるために、社会情報を
整理して残しておくことをおすすめします。

情報の蓄積： 気になったニュースや新聞記事を書き留めたり、切り抜い
たりして蓄積していきます。

変化の予測： 蓄積した情報を一週間、一ヶ月、一年、あるいは数年単位
で通して眺めてみます。

長い視野： 情報を点ではなく線で結ぶことで、社会の変わりゆく「潮流」
が見えてきます。

あなた自身の意志で自由に選ぶ
「社会情報整理法」において、何を拾うべきかという決まりはありません。

情報の選定： あなたが直感的に気になったもの、心に引っかかった情報
であれば何でも構いません。

柔軟な姿勢： 情報収集に縛られて苦しくなっては本末転倒です。気楽に、
地道に続けていくことが大切です。

人生の方針： 特に人生の転換期などの方針を決める時期には、こうした
確かな情報の整理が、あなたを守る大きな力となります。
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「実行の円環」を回し、視野を広げる
情報を集めて整理することは、自分を培い、視野を広げる作業の一環です。

発想と構成： 情報をきっかけに「次に何が起きるか」を発想し、自分の
思考を構成します。

実行の円環： この段取りと実行を繰り返すことで、あなたの「実行の円
環」はより大きくなり、できることが増えていきます。

螺旋の成長： 培われた視野は螺旋を描くように上昇し、運命の選択範囲
を広げることにつながります。

未来を創造する力を養う
社会状況を整理し、自分の中に「北極星」のような不動の座標を創り上げて
ください。時代の流れを理解することは、自分自身を理解し、主体的に人生
を選択していくための重要なステップです。

変化し続ける社会の中で、あな
た自身の魂という「一」の軸を
しっかり据え、冷静かつ温かな
眼差しで世界を見通していきま
しょう。

次の一歩として： まずは今週、
新聞やネットニュースの中で「な
ぜか気になった見出し」を3つだ
けメモしてみませんか？ その小
さな「備忘」の積み重ねが、数
年後のあなたを支える貴重な知
的財産へと変わっていくはずで
す。
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第九章 「許しの章」

「許しとはとどまらないこと」

「許し」とは、単に相手と仲良くするために我慢することではありません。
我慢はいつか限界を迎え、心を不安定にさせます。
先人が遺した本当の意味での「許し」とは、過去の呪縛から自分を解き放

ち、新しい人生を創造するための「知恵」なのです。

憎しみや後悔で心をいっぱいにしていては、幸せという宝物を受け取る器
がなくなってしまいます。
自分を自由に、そして豊かにするための「許し」の真実を整理しましょう。

「許し」と「我慢」の決定的な違い
「許し」を表面的な妥協として捉えると、それはただの「我慢」にすり替わ
ってしまいます。

我慢： 負の感情を心に押し込める行為であり、やがて爆発する危険を孕
んでいます。

許し： 負の感情（恨みや悔い）への注目をやめ、心の浄化作用に委ねる
ことで、精神を自由にすることです。

言葉が現代まで生き続けているのは、この「許し」という行動が人生を切
り拓く上で圧倒的な有効性を持っているからに他なりません。

許しがもたらす「心の余裕」と「気づき」
心から許すことができたとき、私たちの内面には劇的な変化が起こります。

小さな幸せへの感度： 重い感情から解放されることで、周囲の環境や人
の気遣いなど、日常に隠れた小さな幸せに気づけるようになります。

変化を読み取る力： 心に余裕が生まれると、周囲の変化を鋭敏に感じ取
れるようになり、人との会話や関係がより綿密で豊かなものになります。

許しの先にある「かえりみて、はぶく」
許しによって心が平静を取り戻すと、初めて自分を客観的に見つめ直すこ

とができるようになります。
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自己観察の深化： 過去の失敗や人との食い違い、自分が人を傷つけてし
まった事実を、感情に溺れず正視できるようになります。

経験への昇華： 過去が「恨みの種」から「純粋な経験」へと変わり、同
じ失敗を繰り返さないための工夫（省く）が可能になります。

新しい可能性の開拓： 過去に囚われるエネルギーを、新しい目的や出会
いへと向け、創造的な努力を開始できるようになります。

幸せという「宝物」を受け取るために
宝物とは、本来「他から来る物」という意味を持っています。
外から訪れる幸せやチャンスを載せるためには、あなたという「器」を空

けておく必要があります。

器の整理： 心を憎しみで満たしていては、せっかくの宝物が入る隙間が
ありません。

自己の裁量： 人生はルールに縛られたスポーツではありません。
何を許し、どこへ向かうかは、すべてあなたの自由意志と裁量に委ねられ

ています。

許しとは「とどまらないこと」
許しとは「負け」ではありません。自らの人生を停滞させず、常に新しく「今」
を生きるための最強の鍵です。 過去の自分も、他者の成功も、そして不完
全な今の状況も許すこと。その深さに応じて、あなたの可能性はどこまでも
広がっていきます。

次の一歩として： あなたが今、心の中で「どうしても許せない」と感じて
いる重い感情はありますか？その感情があなたの心の器をどれくらい占めて
いるか、一度「自己行動診断法」のシートを使って整理してみませんか？
感情を紙に書き出し、客観的に眺めることが、自分を許し、次の一歩を踏み
出すための具体的な第一歩とな
ります。
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「自分をキレイに許すには」

自分を許せないという苦しみは、多くの場合、なすべき努力や忍耐が足り
なかったと感じる時に生まれます。
しかし、その「自分を許せない心」を清め、前を向かせてくれるのは、他

ならぬ自分自身を磨き上げる「自己研鑽」の姿勢です。

生活修行：日常のすべてを「自分を磨く材料」にする
自分を許すための鍵は、特別な修行の場にあるのではなく、あなたの日常

生活そのものの中に隠れています。

人格を磨く努力： 仕事、学業、家庭、そして遊び。
あらゆる場面に、あなたの人格を試すチャンスと自己を磨く材料が潜んで

います。

生活修行の発想： 日々の生活全般において自己の磨きをなすことを「生
活修行」と呼び、この発想を持つことで、昨日より今日、今日より明日へと
着実に成長していくことができます。

重要性： 技術的な準備や人付き合いの努力も大切ですが、その根底にあ
る「人格を磨く努力」こそが、自分を許すための土台となります。

限界を知り、「すれ違い」を当然と捉える
対人関係や社会の中で起こる失敗に腹が立たなくなるためには、人間界や

自然界の「仕組み」を正しく理解することが賢明です。

リレーのような人間関係： 人との関わりは、互いに動いている状態でバ
トンを渡していくリレーのようなものです。

失敗は必然： 互いのスピードや方向が違う中で、すれ違いや失敗が起こ
るのはごく普通のことであると心得ておくべきです。

限界の受容： 「勝敗は時の運」という言葉があるように、人の手ではど
うにもならない領域があります。
自分の限界を知ることで、過度な自責から解放されます。

自己研鑽が「許せない自分」を清めてくれる
自分を「キレイに許す」ための最も効果的な方法は、自分を磨き続けてい
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くことです。

自己研鑽の真意： 単に反省するだけでなく、「どうありたいか」を問い、
自分の価値観や限界を深く調べる努力を指します。

失敗が気にならなくなる理由： 自分という「作品」を完成させるために
は、成功も失敗もすべてが必要な「材料」となります。
研鑽を積む過程で、それらの経験を前向きに捉えられるようになります。

清めの力： 自己を磨くための誠実な努力そのものが、許せない自分自身
の心を清め、再起を促してくれます。

自分という作品を磨き上げる
自分を許せない時は、手を伸ばせる範囲の努力を尽くしたか、自分に問い

かけてみてください。
もし至らなさを感じるのであれば、それを「磨き甲斐のある材料」として

受け入れ、今日からまた自分を磨き始めればよいのです。

研鑽を積み、自分をしっかり磨き上げていく姿勢こそが、あなたを過去の
呪縛から解き放ち、清らかな心で「今」を生きる力を与えてくれます。

次の一歩として： あなたが「許せない」と感じている過去の出来事を、自
分を磨くための「どんな材料（教訓）」に変えられるか、一度「自己行動診
断法」の項目に沿って書き出してみませんか？
失敗をただの傷跡にせず、自分を光らせるための砥石（といし）として活

用し始めましょう。
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「他者をキレイに許すには」

「人を許せない」という重い感情は、私たちの視界を曇らせ、未来への可
能性を閉ざしてしまいます。
他者をキレイに許すためには、単なる道徳心だけでなく、運命の法則や人

の習性といった「大きな仕組み」を理解する知恵が必要です。

日々繰り返される煩わしい雑事の中で、自分を平静に保ち、清らかに他者
を許すための視点を整理しましょう。

「間合い」と「摂理」を知る知恵
他者を許す第一歩は、自分と相手との適切な距離感（間合い）を掴み、人

界の摂理を学ぶことから始まります。

自己の限界を知る： 自分の力で変えられることと、どうしても変えられ
ない他者の性質があることを知る。

摂理を学ぶ： 人は誰しも不完全であり、誤解や衝突が起こるのは「人間
界の自然な姿」であると理解する。

運命の流れを感知する： 目に見えない大きな運命の流れを感じ取れるよ
うになれば、相手の非を責める以上に「今はこういう時期なのだ」と俯瞰し
て捉えられるようになります。

先人が磨いた「平静を保つための学問」
かつての武家や公家たちは、なぜ「立命学」や「宇宙の法則」といった抽

象的な事柄を熱心に学んだのでしょうか。
それは、激動の時代において過去に囚われず、絶えず「今」を正しく見る

ための切実な知恵でした。

体全体で学ぶ： 知識として文字を追うだけでなく、師の雰囲気や日々の
会話すべてから、言葉にできない「天地の法則」を感じ取ろうとしました。

感覚を研ぎ澄ます： 頭だけの判断ではなく、五感（さらにその先の感覚）
を総動員して世界を捉える。そうして得られた高い視座が、人を許す余裕を
生んだのです。
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知性と感覚を引き出し、他者を許す
現代は効率や商業性が優先される時代であり、こうした感覚的な学びが育

ちにくい環境かもしれません。
しかし、あなたの知性を引き出し、大きな運命の運行をイメージすること

は、現代においても極めて有益です。

大きな運行をイメージする： 自分の悩みや相手への憎しみを、悠久の時
を流れる宇宙の運行の中に置いてみる。
すると、そのこだわりが驚くほど小さなものに見えてくることがあります。

知識がきっかけになる： 「運命とはそういうものか」「人はそういう習性
を持つものか」と知識として知るだけでも、感情の波を鎮め、他者を許す確
かな「きっかけ」になります。

許しは、自分という器を広げること
他者を許すことは、相手に屈することではありません。
むしろ、人としての摂理を知り、自分の限界を認め、大きな流れに身を任

せるという「強さ」の証明です。

高い視座を持ち、天地の法則に照らして今を見つめることができれば、憎
しみの鎖は自然と解け、あなたの器はより多くの「宝物（幸せ）」を載せら
れるほどに広がっていくでしょう。

次の一歩として： もし、今あなたの中に許せない誰かがいるのなら、あえ
てその人を「自分の運命を磨くために現れた登場人物」として捉え直してみ
ませんか？
相手の非を分析するのではなく、「この状況から、私の魂は何を学ぼうと

しているのか」という視点を持つことが、他者をキレイに許すための大きな
一歩になります。
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第十章 「人として歩むの章」

「今という中に生きている」

「今を生きる」という言葉はよく耳にしますが、私たちは意外なほど、その
瞬間に心を置くことを忘れてしまいがちです。

多くの悩みは、終わってしまった過去への後悔か、まだ見ぬ未来への不安
から生まれます。
しかし、あなたの人生を真に変える力は、過去にも未来にもなく、この「今」

という瞬間にしか存在しません。

過去の残像と未来の幻影から脱却する
相談に来られる方の中には、過去の失敗を悔やみ続ける人や、逆に過去の

成功体験に固執して、現代では通用しない方法を繰り返してしまう人が少な
くありません。

心を置き忘れるリスク： 意識が過去や未来に飛びすぎていると、今、目
の前で起こっている大切な変化や予兆が見えなくなってしまいます。

限定してしまう愚かさ： 「過去にできなかったから自分には無理だ」と
決めつけたり、理想の未来を描きすぎて「この方法以外は認めない」と選択
肢を狭めたりしていませんか？

今を生きるとは、「疑わず、信じすぎず、まずはやってみる」という素直
な心を持つことです。

「中今（なかいま）」という不動の座標
日本には古くから「中今」という美しい思想があります。
これは過去から未来へと続く時間の真ん中、すなわち「今この瞬間」を最

も尊いものとして生きる姿勢です。

「できない」という魔法を解く： 小さな頃から自分にかけてしまった「自
分には無理だ」「努力は格好悪い」という呪いの言葉を解く鍵は、この「中
今」にあります。

今できる最善を尽くす： 家族と一緒にいる時、仕事をしている時、一人
の時。それぞれの場面で「ありたい自分」に近づけるよう、今この瞬間に意
識を集中させ、自分を動かしていくのです。
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直感力を養う日頃の研鑽
「今」という一瞬の刹那には、将来を左右する重要な決断が紛れ込んでいる
ことがあります。
それらは一見、何でもない平凡な出来事に擬態して現れます。

平凡さの中にある真理： 周囲を見渡せば、たいてい平凡な日常が横たわ
っています。
その平凡さの中で何を選択し、どう振る舞うかが、あなたの未来を形作り

ます。

直感力の源： 目の前にあるチャンスや、分解されて散らばっている決断
の断片を逃さないためには、日頃から自己を磨き、感度を高めておく必要が
あります。

自立した「素敵な人」への歩み
自分の人生を誰かが肩代わりしてくれることは、現実にはほとんどありま

せん。「面倒くさい」と今から目を背けることは、自分自身の可能性を放棄
することと同じです。

あなたが友として選びたいのは、自立して今を懸命に生きる素敵な人でし
ょうか、それとも不平を言いながら惰性で生きる人でしょうか。
もし素敵な人でありたいと願うなら、答えは一つです。

今、この瞬間から道は拓ける
未来のあなたを作るのは、今この瞬間の判断と行動の積み重ねです。
「中今」という呪文を胸に、自分で自分を縛っていた心の鎖を解き放ちま

しょう。

いま、この文章を読んでいる瞬間も「今」です。新しい考えを理解しよう
とするその気持ちこそが、今を生きている証拠なのです。過去を慈しみ、未
来を希望しつつも、足元にある「今」という大地をしっかりと踏みしめて歩
んでいきましょう。

次の一歩として： まずは今日、
目の前の平凡な作業（掃除や食事、
挨拶など）を、「これが人生で最
も重要なことだ」という意識で丁
寧に行ってみませんか？
その一瞬一瞬の積み重ねが、あ

なたの放つオーラを輝かせ、未来
の扉を開く確かな力となります。
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「心の四季」

私たちの感情は、自然界の四季が移ろうように、絶えず変化し続けるもの
です。
喜怒哀楽、愛憎離苦。それらは決して否定すべきものではなく、むしろ大

いなる自然の「雛形（ひながた）」として、私たちの中に宿っています。

自分自身を耕し、心の中に「理性」という文明を築くこと。
そして、豊かな「感情」という自然を慈しむこと。
この二つの融和こそが、あなたの魂を輝かせる鍵となります。

魂は「宇宙の雛形」：内なる自然を見つめる
古神道の世界では、人は宇宙の縮図であり「雛形」であると説かれます。
青い海や白い雪、清らかなせせらぎが美しいように、私たちの心に宿る感

情もまた、本来は美しいものです。
しかし、自然が時に猛威を振るうように、私たちの感情もまた、時に制御

不能な激しさを見せることがあります。

文明が「治水」によって洪水を防ぐように、私たちもまた、自分自身の心
という自然を健やかに保つための「内なる文明」を築く必要があるのです。

理性と感情：文明と自然の理想的な調和
文明に頼りすぎれば自然が壊れ、自然のままでは安らぎを得られません。

人格を形成する上でも、これと同じことが言えます。

理性の役割（文明）： 感情の氾濫を抑え、人生に安らぎと秩序をもたらし
ます。しかし、理性のみに偏ると、心は無機質な「ゴミ」を生むだけの冷た
い場所になってしまいます。

感情の役割（自然）： 人生に彩りと美しさを与えます。
ただし、感情のままに振る舞えば、周囲を傷つける「脅威」にもなり得ま

す。

大切なのは、感情を下等なものとして見下さず、理性を煩わしいものとし
て拒絶しないことです。
どちらも偉大なる存在が私たちに授けた、かけがえのない力なのです。
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「火（か）」と「水（み）」の融和：神（カミ）なる生き方
日本語の「カミ」という響きには、先人の深い洞察が込められています。
それは「火（か）」と「水（み）」。
本来、決して交わることのない二つの性質を、自分の中で融和させていく

こと。それが「カミ」という言葉の本来の意味の一つでもあります。

魂の窓口としての心： 肉体の中に宿る魂は、心を窓口としてこの世界に
現れます。

生活修行の目的： 心を磨くことは、魂の世界と現世を結ぶ「結び」の作
業です。
感情と理性を統合し、周囲の人が受け取れる形と速度で「心」を差し出す

ことができたとき、あなたの役目は始まります。

内的世界の鍵を握る
あなたの心の四季が、今はたとえ激しく荒れていたとしても、それはあな

たが豊かな自然を宿している証拠です。
そこに少しずつ、自分を律する「理性」という文明を築き、優しい光を当

てていきましょう。

自然の美しさと文明のありがたさがあなたの中で融合したとき、見事な「人
格」という名の小宇宙が完成します。
その内的世界を支える鍵は、他ならぬあなたの「感情」と「理性」の調和

にあるのです。

次の一歩として： いま、あなたの心は「四季」のどの季節にありますか？
もし激しい「嵐」の中にいるのなら、それを否定せず「今はそういう季節

なのだ」と受け入れてみてください。
その上で、冷静に状況を見つめる「理性の堤防」を少しずつ築き始めるこ

とから、あなたの新しい自己研鑽が始まります。
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「用・美・道のお話」

「用・美・道（よう・び・どう）」――。
これは日本の精神文化の深層に流れる、自分を磨き上げるための三つの階

梯（ステップ）です。
古臭い概念だと目をそらさず、フラットな目で向き合ってみてください。
私たちが受け継いできたこの感覚の中には、日常を「魂の修行場」へと変

える偉大な知恵が眠っています。

「用」：無駄を削ぎ落とした熟練の境地
「用」とは、単に道具が使える、あるいは仕事ができるという表面的な技

術だけを指すのではありません。

動きの観察： 何度も繰り返す作業の中に、いくつの動きがあるかを見つ
めます。

無駄の排除： 一緒にできる動きをまとめ、余計なものを省いていく。

実用に足る意識： 徹底して「用を足す」ことに集中し、技術を自分の血
肉にまで高める「熟練」のこと。

日常の家事や仕事の動作一つひとつを意識的に洗練させていくことが、す
べての始まりです。

「美」：生命が放つ「調和のきらめき」
「用」を深め、無駄が削ぎ落とされた動きは、意識せずとも「美しさ」を

放ち始めます。

三位一体のリズム： 動作・心・調子の三つが一つに整ったとき、そこに
は高い水準の意識が維持されます。

無心の美： 美しく見せようとする虚飾ではなく、一事に集中し、無駄を
省ききった瞬間に立ち上がる生命のきらめき。
優れた職人や武道の達人の動きが私たちの心を打つのは、そこに純粋な「命

の集中」があるからです。

「道」：宇宙の摂理とシンクロする
「用と美」を極めていくと、深い意識は瞑想状態に入り、言葉を超えた「道」



- 106 -

の領域へと繋がります。

摂理の解凍： 脳が深いリラックスと集中が同居する状態（アルファ波や
シータ波）になると、宇宙の運行や命の仕組みといった「摂理」を、直感的
に感じ取ることがあります。

圧縮された情報の展開： それは、インターネットで圧縮されたデータが
一気に送られてくるような感覚です。
高い意識を維持することで、その深遠な情報を自分の中で「展開（解凍）」

し、理解できるようになります。

秘伝の継承： 先人が残した文化という「ゆりかご」を頼りに、大いなる
生命と深く繋がること。これこそが、形だけではない真の精神の継承なので
す。

足元の小さな花に気づくために
もし、あなたがこの歩みの途中で一つの摂理に触れたとしても、決して驕

（おご）らないでください。
それは真実の一端であり、万能ではありません。さらに深く、あなたとい

う心と魂の世界を掘り下げていってください。

文化とは、私たちが「あるべき場所（魂の真実）」へ帰るための手がかり
に過ぎません。
しかし、その手段を尽くして自分を深める意思があれば、日常のいたると

ころに宇宙の奥深さと繋がる扉が開かれています。

誰にも奪えない宝物は、あなたのすぐ足元にある小さな花を慈しむような、
日々の微細な気づきと努力の中にこそ宿るのです。

次の一歩として： 今日、あなたが何度も繰り返すルーチンワーク（掃除、
タイピング、歩行など）の中で、「一つの無駄を省く」ことに集中してみま
せんか？
その「用」を極めようとする小さな意識の積み重ねが、やがてあなたの所

作に「美」を宿し、人生の深い「道」
へと導くきっかけになります。
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終章 「惟神の章」

「人生という宿命」

私たちが悩み苦しみ、それでも前を向こうと歩んでいるとき、そこには単
なる偶然を超えた「宇宙の意思」が働いているのではないか――。
古代の人々もまた、同じ問いを抱き、その答えを古典の言葉に託しました。

私たちがなぜ「自由意志」を持ち、正解のわからない未来へと放り出され
ているのか。
その根源的な意味を、日本の夜明けを記した『古事記』の視点から紐解い

てみましょう。

『古事記』が解き明かす「大いなる宇宙の意思」
今から約1300年前の書物『古事記（ふることふみ）』の冒頭には、宇宙の

始まりに現れた神々の名が記されています。
その第一柱、天之御中主神（あめのみなかぬしのかみ）の名を言霊（こと

だま）で読み解くと、驚くべき真実が浮かび上がります。

天（あめ）の： 大いなる、広大な宇宙の

御中（みなか）： 「身（み）の中」、すなわち物質や物理的実体

主（ぬし）： 意思、統べるもの

これらを繋げると、この神の名は「大いなる宇宙物理を統べる意思」その
ものを指しています。
古代の人々は、この宇宙がただの無機物ではなく、明確な「意思」を持っ

て存在していることを直感していたのです。

天地の理（あめつちのことわり）：独立と調和
宇宙は一つから始まり、無限の広がりを見せていますが、その仕組みは非常
に精緻です。

個と全の重なり： 私たちは一人ひとりが独立した意識を持ちながら、同
時に「大いなる意思」の一部として支え合っています。

縁の不変性： 万物は「理（ことわり）」によって繋がっており、生命の運
行に一つとして無駄な違いはなく、縁が途切れることもありません。



- 108 -

あなたの心もまた宇宙の一部であり、その小さな内宇宙の中に、広大な外
宇宙と同じだけの深淵が広がっているのです。

「自由意志」と「不安」という名の宿題
宇宙が私たちに「人生」という宿命を与え、何も決まっていない未来へと

送り出したのはなぜでしょうか。
もし、すべてがあらかじめ決まっていれば、私たちは悩む必要すらありま

せん。

正面から向き合うための自由： 宇宙の視点から見れば、人間界の「成功」
や「失敗」そのものには大きな意味はないのかもしれません。

格闘のプロセスこそが目的： 本当の目的は、先が見えない不安の中で、
私たちが「一生懸命に考え、もがき、一瞬一瞬をどう決断するか」というプ
ロセスそのものにあります。

不安は「魂の教材」： 未来がわからない不安は、天からのメッセージです。
自由な裁量によって目の前の出来事から意味を抽出し、自己と格闘すること。
その魂の学びこそが、私たちに課せられた宿命なのです。

私たちはどこへ向かうのか
あなたは今、何かに悩み、立ち止まっているかもしれません。しかし、そ

の「なかなか行動できない」という葛藤すらも、宇宙の意思から見れば、あ
なたが自分自身の心と真剣に向き合っている尊い証です。

自分で自分にかけた「できない」という魔法を解き、今この瞬間の判断を
積み重ねていくこと。その歩みの先に、宇宙があなたに期待した「魂の完成」
が待っています。
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